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例
会

記
録

〇
平
成
二
十
九
年
四
月
例会
(第
八
九
一
回)

四
月
十
九
日

(水
)子
規
記
念
博
物
館
出
席
者

四
九
名 

讀

「子
規
の
新体

詩
」
 

副
会長今
村威

冒
頭
で、
子
規
は
新
時
代
に
相応
し
い
詩
の
探
究
を
目
指
し
て
い
た
事 

実
を
指
商
。
藤
村
を
頂
点
と
す
る当
時
の
新体
詩
壇
を
批
判
し
子
規
自
ら
 

作
詩
し
た経
過
を
解
明。
明
治
ニ
九
年
作
の
「音
頭
の瀬
戸
」
や
「父
の 

墓」
の
解読
を
通
し
て
子
規
の
新体
詩
の
特徴
を、
押
韻
の
試
み、叙
事
詩 

の
多
い
こ
と、
日
本
の
詩
歌
の発
展
を
考
え
た
こ
と
を
究
明
さ
れ
た。
結 

び
と
し
て、
「花売
る
歌」
が
女声
三
部
合
唱
に
作
曲
さ
れ
平
成
十
九
年
に 

松
山
で
初
演
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た。

〇
平
成
二
十
九
年
五
月
例会
(第
八
九
二
回)

五
月
十
九
日
(金
)正
宗
寺
本
堂
出
席
者
三
四
名 

講
演
「『は
て
知
ら
ず
の
記
』
と
子
規
文学

碑
」

坊
っ
ち
ゃ
ん会
顧
問
高
村
昌
雄

長
年
の、
全国
各
地
の
子
規
文学
碑
探
索
の体
験
を
基
に
「は
て
知
ら
ず 

の
記」
に関
わ
る
文学
碑
を
紹
介。
子
規
の
行
程
や
コー
ス
に従
い
子
規 

の
足
跡
を
迪
り
つ
つ
文学
碑
を
探
訪。
子
規
が
訪
れ
た状
況、
句
碑
建
立 

の経
緯
や
場
所
等
を
副
碑
や説
明
板
も
加
え
て
詳
細
に
紹
介。
資
料
と
し 

て
碑
の
分
布図
や
カ
ラー
に
よ
る画
像、
加
え
て
自
ら
の画
に
よ
る
三
十 

数
編
の
「イ
ラ
ス
ト」
資
料
も
提
示
さ
れ
た。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る状
 

況
の変
化
の
追
跡
調
査
も
周
到
に
準
備
さ
れ
た。

〇
平
成
二
十
九
年
六
月
例会
(第
八
九
三
回)

六
月
十
九
日
(月
)正
宗
寺
本
堂
出
席
者
三
五
名 

講
演
「子
規
の
常
盤舎
舎

友
佐
伯
傳
藏
」

編
集
副
部
長
佐
伯

 

健

子
規
の
友
人
.
佐
伯
傳
藏
(蛙
泡
)
の
生
涯
と
俳
句
等
の
文
芸
活
動
に 

つ
い
て、
常
盤舎
で
の
活
動
を
中
心
に
解
明。
傳
藏
を
初
め
子
規
や
霽
月 

の
自
筆
資
料
を
解読
し、
多
く
の
資
料
を
活
用
し
て内
容
を
構
成。
傳蔵
 

は
常
盤舎
の
文
芸
グ
ルー
プ
(紅
葉会
)
に
參
加、
狂
歌
.
狂
句
を
得
意 

と
し
つ
つ俳
句
に
も
親
し
み、
子
規
か
ら
高
く
評価
さ
れ
た。
兵
役
後
は 

実
業
界
に転
進、写
実
的
な
句
も
多
く
作
っ
た
こ
とを
紹
介
。
傳
藏
の
子 

孫
(孫
)
の
立
場
か
ら、
そ
の
諧
謔
味
の
あ
る
人
間
像
や
交
友関
係
を
鮮 

明
に
提
示
さ
れ
た。例

会

案
内

〇
八
月
例̂

^
平
成
二
十
九
年
八
月
十
九
日
(土)
正
宗
寺
本
堂 

講
演
「三
津
の
俳
諧
」
 

経
理部長森

 

愼
吾 

卓
話
「子
規
か
ら
茂
吉
へ(上
)

—

「竹
の
里
歌
」
に
出会
い
 

子
規
の
弟
子
を
志
す
—
」

 

会
員
山
上茂
次
郎

 

〇
九
月
例
ム3?
平
成
二
十
九
年
九
月
十
九
日
(火
)
正
宗
寺
本
堂 

講
演
「子
規
と
の
不
思
議
な縁(え
に
し
)
—
生
誕
百
五
十
年
 

に
寄
せ
て
—
」
 

子規研
究会
主宰
正岡

 

明 

〇
十
月
例
ム
其平
成
二
十
九
年
十
月
十
九
日
(木
)
正
宗
寺
本
堂 

講
演
「業
余
俳
諧
、
村
上
霽
月
と
子
規
' 

漱
石
の
交
遊
」

評
議
員
ニ
神
 

將 

卓
話
「子
規
作
「発
句経
譬
喩
品
」
の
中
の
漱
石
.

極
堂
」

副会長今村威將

平
成
二
十
九
年
度
松
山
子
規会
総
会
 

事
務
局

平
成
二
十
九
年
度
松
山
子
規会
総
会
は、
四
月
十
九
日
(水
)
午 

後
一
時
三
十
分
ょ
り、会
員
四
十
九
名
が
出
席
し
て
松
山
市
立
子
規 

記
念
博
物
館
の
視聴
覚
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た。

な
お、総
会
に
先
立
っ
て、
午
前
十
時
ょ
り
同
館会
議
室
に
お
い 

て
役
員会
が
開
か
れ、総
会
に
提
出
す
べ
き
議
案
を
審
議、
す
べ
て 

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た。

【総会
次
第
】

一会
長
あ
い
さ
つ 

井手康夫 

ニ議題⑴

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
 

蔦

川
武
彦 

⑵

平
成
二
十
八
年
度会
計収
支
決
算
報
告

 

森 

愼
吾 

監
査
報
告 

福
井
み
ど
り 

⑶

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計画
案
 

蔦

川
武
彦

平
岡 

英

⑷

平
成
二
十
九
年
度会
計
予
算
案
 

森 

愼
吾 

⑸

『松
山
子
規
事
典』
の
出
版
に
つ
い
て

①
 

内

容
.
編
集
作
業
ほ
か 

平
岡 

英

②
 

予
算
及
び
今
後
の
ス
ヶ
ジ
ユー

ル
.

宣伝
.
販売
な
ど 

烏谷照雄

三その他
氺
引
き続
い
て、
第
八
九
一
回
例会

講
演
「子
規
の
新体
詩
」 

今
村
威
副会
長

【開会
あ
い
さ
つ
】
(要
旨
)

松
山子規会
会
長井手康夫

本
日
の総
会
開
催
に当
た
り、
ご
多
用
の
な
か
多数
の
方々

の
ご 

一 

出
席
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
度
は、
長
年
の
-1 

懸
案
で
あ
り
ま
す
『松
山
子
規
事
典
』
の
刊
行
に
向
か
っ
て、
い
よ 

い
よ
最
終
段
階
に
差
し
掛
か
っ
て
お
り、担
当
者
を
中
心
に
編
集
作 

業
を続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り、
販売
に
つ
き
ま
し
て
も
事
務
局 

に
お
い
て鋭
意検
討
を
重
ね
て
い
る状
況
で
す。
皆
さ
ん
の
一
層
の 

ご
協
力
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す。

本
日
の総
会
に
お
い
て
は、会
計
報
告
や
予
算
案、
事
業
報
告
や 

計画
に
つ
い
て
の
他
に、
『松
山
子
規
事
典
』
の
刊
行
に
つ
い
て
も、

ご説
明
し
ご
審
議
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で、
ご
協
力 

を
賜
り
ま
す
よ
ぅ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本会
会
員
の増
強
は
引
き続
い
て
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

会
員
各
位
の
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



平成28年 度 決 算 書 ⑴

自 平 成 2 8 年 4 月 1 日 
至 平 成 2 9 年 3 月3 1 日

収 入 の 部  （単 位 ニ 円 )

費  目 予算額 決算額 差引増 減
繰 越 金 7,971 7,971 0
会  費 500,000 699,000 199,000

普通会 費 5 0 0 , 0 0 0 4 2 9 , 0 0 0 厶  7 1 ，0 0 0

賛 助 会 費 0 2 7 0 , 0 0 0 2 7 0 , 0 0 0

寄 付 金 30,000 12,000 厶 18,000
補 助 金 200,000 200,000 0

市補助金 2 0 0 , 0 0 0 2 0 0 , 0 0 0 0

雑 収 入 162,029 158,039 ム  3,990
会 誌 "書 籍 売 上 金 9 0 , 0 0 0 1 5 1 , 5 5 5 6 1 ，5 5 5

広 告 料 6 0 , 0 0 0 0 厶  6 0 , 0 0 0

その他雑 収 入 1 2 , 0 2 9 6 , 4 8 4 厶  5 , 5 4 5

計 900,000 1,077,010 177,010

平成28年 度 決 算 書 ⑵
支 出 の 部  （単 位 ニ 円 )

費  目 予算額 決算額 差引増 減
報 償 費 175,000 148,000 厶  27,000

謝礼 金 1 4 0 , 0 0 0 1 1 3 , 0 0 0 厶  2 7 , 0 0 0

寄 稿謝礼 金 0 0 0

編集費 3 5 , 0 0 0 3 5 , 0 0 0 0

需 要 費 685,000 917,416 232,416
印刷費 5 0 0 , 0 0 0 6 7 9 , 9 4 4 1 7 9 , 9 4 4

通信費 5 0 , 0 0 0 6 8 , 9 8 2 1 8 , 9 8 2

会 場費 1 5 , 0 0 0 9 , 6 0 0 ^  5 , 4 0 0

会 議費 9 0 , 0 0 0 8 3 , 5 6 8 厶  6 , 4 3 2

事務費 5 , 0 0 0 4 3 , 8 9 8 3 8 , 8 9 8

備品費 5 , 0 0 0 2 3 , 3 8 4 1 8 , 3 8 4

慶弔費 1 0 , 0 0 0 2 , 3 4 0 厶  7 , 6 6 0

雑 費 1 0 , 0 0 0 5 , 7 0 0 厶  4 , 3 0 0

行事補助費 0 0 0

予 備 費 40,000 0 ム  40,000
次期繰越金 11,594 11,594

計 900,000 1,077,010 177,010

〈監査報告〉 上記のとおり、諸帳簿は正確に処 理されておりました。
平成29年4 月10日 監 査  福 井 み ど り

宇 都 宮 良 治

【『松
山
子
規
事
興
』
の内
容
と
編
集
に
つ
い
て
】

編
集
委
員
長
平
岡
 

英 

子
規
事
典
は
平
成
十
八
年
に
企画
を
し
て
十
一
年
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
事
典
の
特
長
は
松
山
子
規会
が
企画
し、
執
筆、
編
集
を
し
て 

刊
行
を
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す。
和
田
克
司
委
員
長
が
一
昨
年
の 

総
会
で発
表
を
さ
れ
た
計画
ょ
り
一
回
り
小
さ
い
6
5版
(週
刊
誌 

大
)
で
四
〇
〇
ぺー
ジ
台
の
半
ば
を
想
定
し
て
い
ま
す。

内
容
は
あ
い
ぅ
え
お
順
の
項
目
の
「本
篇
」
と
俳
句、
短
歌、漢
詩、 

新体
詩
な
ど
の
子
規
作
品
抄
」
か
ら
な
り、
本
文
に続

い
て
「松
山 

の
方
言」
「全国
の
主
な
子
規
文学
碑
」
な
ど
が
あ
り
ま
す。

作
業
は
必
ず
し
も
順
調
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
九
月
中
の
完
成
を
目 

指
し
て
い
ま
す
。

全国
の
小学
校
で
は
俳
句
を、
中学

校
で
は
「正
岡
子
規
」
を学
 

習
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が、
一
家
に
一
冊、
『松
山
子
規
事
典
』 

を
置
い
て
頂
け
る
ょ
ぅ
に
願
い
た
い
も
の
で
す
。

【『松
山
子
規
事
典
』
そ
の
他
に
つ
い
て
】事務局長烏谷照雄

1

「子
規
事
典
」
案内
冊
子
に
つ
い
て

「子
規
事
典
」
へ
の
推
薦
人
氏
名
を
記
載、
お
よ
び
一
部
事
典内
 

容
紹
介
を
兼
ね
て
本
日
の
資
料
と
し
て
配
つ
て
い
ま
す
。
八
月
末 

ま
で
の
「先
行
予
約
特
典
」
(定価

4500円

を4000円

，各
消
費税

別
)
を
活
用
し、会
員
*
先̂
し
て
の
「子
規
事
典
」
予
約
を
お
願 

い
い
た
し
ま
す
。

2 

「子
規
事
典
」
想
定
予
算
.
販売
に
つ
い
て

「子
規
事
典
」
全体
予
算
は
未
確
定
で
す
が、
現状
で
は収
支 

七
百
万
円
が
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す。収
入
の
要
は
や
は
り会
員 

に
ょ
る
事
典
販売
で
す。
販売
目
標
は
七
百
五
十
冊
と
見込
ん
で 

お
り
ま
す
の
で、会
員
お
一
人
三
冊
以
上
の
販売
協
力
を
お
願
い 

し
ま
す。
先
の
宣伝
冊
子
に
つ
い
て、
推
薦
人
の
各団
体
等
で
の 

積
極
的
な
活
用
を
し
て
い
き
た
い
と
思
つ
て
お
り
ま
す。

3

子
規会
会
員増
強
に
つ
い
て

新
規
の
入会
呼
び
か
け
の
文
書
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
「松 

山
子
規会
」
の
一
層
の
活
動、
財
政
的
基
盤
の
確
保
の
た
め
に
も、 

新
規会
員
の増
強
は
必
須
の
事
項
で
す。
普
段
に会
員
の
皆
さ
ん 

の
努
力
を
お
願
い
し
ま
す。

【議
事
】

会
則
に
ょ
り
井
手会
長
が
議
長
と
な
っ
て
議
案
の
審
議
が
進
め
ら 

れ、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
報
告、会
計
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ 

た
。続
い
て
平
成
二
十
九
年
度
の
事
業
計画
、会
計
予
算
案
に
つ
い 

て
審
議
の
結
果、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
に
可
決
さ
れ
た。



平成28年度松山子規会 事業報告書
年月 行 事  内 容 年月 行 事  内 容

2 8 年
4 月

0  3 日0 松山子規会 第 1 4 回花見会  
0 2 0 日冰 ） 平成2 8 年度松山子規会 理事 

会 総 会 並 びに第 8 7 9 例会 (子 
規記念博物館）
講演'竹田美喜氏 
「愚陀佛庵寄寓中に子規が 
得たもの〜漱石の助言と俳 
句革新の論考」
子規会 誌 1 4 9 号 発 行

湖

0 1 9 日 粥 第 8 8 5 回例会 (正宗寺） 
講演'宇都宮良治氏 
「碧梧桐と画 家 ‘水木伸一」 
子規会 誌 1 5 1 号 発 行

5 月
0 1 9 日 闲 第 8 8 0 回例会 (正宗寺） 

講演\窵 川武彦氏 
「正岡子規と本田種竹」

1 1 月
0 1 9 日 出 第 8 8 6 回例会 (正宗寺） 

講演|忽那哲氏 
「子規と小鳥」

6 月

0 1 9 日归 ） 第 8 8 1 回例会 (正宗寺）
講演-ニ神將氏 
「顕 彰 ！愚陀佛庵所有者の 
変 遷と子規.漱石遺跡の保 
存について」
卓話-戸 梶元斎 氏
「正岡子規の結核について』

1 2 月

0 1 9 日 阔 第 8 8 7 回例会 (正宗寺）
講演'烏谷照雄氏 
「時 代 を 刻 し た 俳 人 ，松瀬  
青 々 一子規，虚 子 ，碧梧桐と 
ともに一」

7 月

0 1 9 日 ⑷ 第 8 8 2 回例会 (正宗寺）
講演'森愼吾氏 
「子規と三津浜」
子 規 会 誌 1 5 0 号 (子 規 生 誕  
1 5 0 年記念特集号 )発 行

2 9 年 
1 月

0 1 9 日 闲 第 8 8 8 回例会 並 びに新年懇 
親 会 (石手公民館）
会 長年頭挨 拶  
子規漢詩朗詠 (杉本弘氏）
居合演 武 (森愼吾氏）
子規会 誌 1 5 2 号 発 行

8 月
0 1 9 日 阖 第 8 8 3 回例会 (正宗寺） 

講演|近藤元規氏 
「近藤我観 について」

2 月
0 1 9 日(日） 第 8 8 9 回 例 会 (正宗寺）

講演'中野匡子氏 
「東洋城か 5 霽月への書簡」

9 月

0 1 9 日 阏 例 会 に 先 だ ち 第 1 1 5 回子規 
忌 の 法 要 と 会 員 か ら の 「俳 
句』 「短歌』 「漢詩」 「短 詩 ‘ 

短文」の 献 詠 （会 員以外の 
献 句ちあ 0 )

第 8 8 4 回例会 (正宗寺）
講演|今村威氏 
「子 規 の “東 京 ‘松 山 比 較  
表”」

3 月
0 1 9 日归 ） 第 8 9 0 回例会 (正宗寺） 

講演^松浦卷夫氏 
「明治 2 8 年の正岡子規」

⑴
自 平 成 2 9 年 4 月 1 日 
至 平 成 3 0 年 3 月3 1 日

平 成 29年 度 予 算 書

収 入 の 部  （単 位 ニ円 )

費  目 本  年 前  年 差  引
繰 越 金 11,594 7,971 3,623
会  費 700,000 500,000 200,000

普通会 費 4 5 0 , 0 0 0 5 0 0 , 0 0 0 厶  5 0 , 0 0 0

賛 助 会 費 2 5 0 , 0 0 0 0 2 5 0 . , 0 0 0

寄 付 金 20,000 30,000 〜〇,〇〇〇
補 助 金 200,000 200,000 0

市 補助金 2 0 0 , 0 0 0 2 0 0 , 0 0 0 0

雑 收 入 128,406 162,029 厶  33,623
会 誌 ‘書 籍 売 上 金 1 2 0 , 0 0 0 9 0 , 0 0 0 3 0 , 0 0 0

広 告 料 0 6 0 , 0 0 0 厶  6 0 , 0 0 0

その他雑 収 入 8 , 4 0 6 1 2 . 0 2 9 厶  3 , 6 2 3

計 1,060,000 900,000 160,000

平 成 29年 度 予 算 書 ⑵
支 岀 の 部  （単 位 ニ 円 )

費  目 本  年 前  年 差  引
報 償 費 235,000 175,000 60,000

謝礼 金 2 0 0 , 0 0 0 1 4 0 . 0 0 0 6 0 , 0 0 0

寄 稿 謝 礼 金 0 0 0

編集費 3 5 , 0 0 0 3 5 , 0 0 0 0

需 要 費 750,000 685,000 65,000
印刷費 4 5 0 , 0 0 0 5 0 0 , 0 0 0 厶  5 0 , 0 0 0

通信費 8 0 , 0 0 0 5 0 , 0 0 0 3 0 , 0 0 0

会 場費 3 0 , 0 0 0 1 5 , 0 0 0 1 5 , 0 0 0

会 議費 9 0 , 0 0 0 9 0 , 0 0 0 0

事務費 4 0 , 0 0 0 5 , 0 0 0 3 5 , 0 0 0

備品費 2 0 , 0 0 0 5 , 0 0 0 1 5 , 0 0 0

慶弔費 1 0 , 0 0 0 1 0 , 0 0 0 0

雑 費 1 0 , 0 0 0 1 0 , 0 0 0 0

行事補助費 2 0 , 0 0 0 0 2 0 . 0 0 0

予 備 費 75,000 40,000 35,000
計 1,060,000 900,000 160,000



東
洋
城
か
ら
の
霽
月
へ
の
書
簡

中野匡子

私
は
村
上
霽
月
の
曾
孫
に当
た
り
ま
す。

私
は
以
前
に内
藤
鳴
雪
か
ら
霽
月
に届
い
た
書
簡
を読
み
な
が
ら、 

鳴
雪
と
霽
月
の与
謝
蕪
村
句
集
に
つ
い
て
の
貴
重
な
や
り
と
り
を
お 

詁
致
し
ま
し
た。
今
回
は
松
根
東
洋
城
か
ら
霽
月
に届
い
た
書
簡
を 

御
紹
介
し
' 
俳
諧
で
の様
々
な
人
間関
係
を
お
話
出来
た
ら
と
思
い 

ま
す。
霽
月
と
東
洋
城
と
は
と
て
も
親
し
く
し
て
い
た
の
で様
々
な 

俳
人
か
ら届
い
た
書
簡
の
中
で
一
番
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど沢
山
の
書 

簡
が
霽
月
邸
に残
さ
れ
て
い
ま
す。
夏
目
漱
石
や
高
濱虚
子
な
ど
の

書
簡
は
全
集
な
ど
に翻
刻
さ
れ
て
い
ま
す
が、
東
洋
城
か
ら
霽
月
へ

の
書
簡
は
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
で翻
刻
さ
れ
て
い
ま
せ
ん。

東
洋
城
は
明
治
十
一
年
(
1
8
7
8
)
生
ま
れ
で、
父
は
宇
和
島 

藩
城
代
家
老、
松
根図

書
(ず
し
ょ
)
の
長
男
で、
母
は
宇
和
島
藩 

の
殿様
の
次
女
で
す。
霽
月
は
明
治
二
年
生
ま
れ
で
す
の
で、
九歳
 

年
上
に
な
り
ま
す
。

東
洋
域
が
松
山
中学
校
四
年
の
時、
夏
目
漱
石
が
英
語
の教
師
で 

松
山
中学
校
に
赴
任
し
て来
て
英
語
を教
わ
り
ま
す。
一
年
後、
漱 

石
は
熊
本
に転
勤
し
て
し
ま
い
ま
す
が、
東
洋
城
は
熊
本
の
漱
石
に 

手
紙
を
書
い
て
俳
句
の
指
導
を
お
願
い
し
て
い
ま
す。
そ
れ
以
後
東 

洋
城
は
漱
石
に
師
事
し
尊
敬
を続
け
て
い
き
ま
す。

今
回
は
東
洋
城
書
簡
を
二
通
紹
介
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い 

ま
す。一

通
目
の
書
簡
は様
々
な
俳
人
の
人
間関
係
が
表
さ
れ
て
い
て
面 

白
い
と
思
い
ま
す
。
書
簡
は
明
治
四
十
三
年
八
月
三
十
日
付
け
に 

な
っ
て
い
て、
そ
の
頃
は虚
子
と
も
大
の
仲
良
し
で
何
度
も
恒
例
の 

月
見会
を
し
て
い
ま
す。
明
治
四
十
一
年
に
虛
子
か
ら
小説
に専
念 

し
た
い
か
ら
と、国
民
新
聞
の
俳
句
の
選
者
を
東
洋
城
に譲
り
た
い 

と
提
案
を
受
け
ま
す
。
一
度
は辞
退
し
た
東
洋
城
で
し
た
が、虚
子
の 

考
え
は
硬
く
引
き
受
け
る
事
に
な
り
ま
す
。
こ
の
書
簡
よ
り
は
少
し 

後
の
事
に
な
り
ま
す
が、
大
正
五
年、
俳
句
を
止
め
て
い
た虚
子
が 

再
び
俳
句
を
始
め国
民
新
聞
の
選
者
に
な
り、
二
人
は
疎
遠
に
な
っ 

て
行
き
ま
す。
又、
ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
の
日
本
派
に対
し
河
東
碧
梧

平成29年度松山子規会 事業計画 書
年月 行 事  内 容 年月 行 事  内 容

2 9 年
4 月

0 ' ア 日 阖 松 山 子 規 会 第 1 5 回花見会  
(石手公民館）

0 1 9 日㈨ 平成 2 9 年度松山子規会 役員 
会 - 総 会 並 びに第 8 9 1 回例会  
(子規記念博物館）
講演'今村威氏 
子規会 誌 1 5 3 号 発 行

1 0 月

〇 1 阳 ⑷ 第 8 9 7 回例会 (正宗寺） 
講演'ニ神將氏 
子規会 誌 1 5 5 号 発 行 
「松 山 子 規 事 典 」刊行

5 月 0 1 9 日 阖 第 8 9 2 回例会 (正宗寺） 
講演|高村昌雄氏 1 1 月

0 1 9 日0 第 8 9 8 回 例 会 (正宗寺〉 
講演-福井みどり氏 
卓 話 1豊田渉 氏

6 月 0 1 9 日㈣ 第 8 9 3 回例会 (正宗寺） 
講演'佐伯健氏

1 2 月
0 1 9 日㈧ 第 8 9 9 回例会 (正宗寺） 

講演-蔦 川武彦氏 
卓話-高橋俊夫氏

7 月
0 1 9 日冰 ） 第 8 9 4 回例会 (正宗寺） 

講 演 ，近藤元規氏 
子規会 誌 1 5 4 号 発 行。

3 0 年 
1 月

0 1 9 日 阖 第 9 0 0 回例会 並 ぴに新年懇 
親 会 (石手公民館）
子規会 誌 1 5 6 号 発 行

8 月 0 1 9 日 出 第 8 9 5 回例会 (正宗寺） 
講演-森愼吾氏

2 月
0 1 阳 归 ） 第 9 0 個 例 会 (正宗寺） 

講演づ度部平人氏 
卓 話 ‘西原ちづ子氏

9 月

0 1 9 日 ㈨ 第 1 1 6 回子規忌の法要と献  
句。
第 8 9 6 回 例 会 (正宗寺〉
講演-正岡明氏

3 月 0 1 9 日㈣ 第 9 0 2 回例会 (正宗寺〉 
講演-井手康夫氏



桐
が
台
頭
し
、
新
傾
向
俳
句
を
唱
え
始
め
た
時
期
で
す。

二
通
目
は
大
正
八
年
九
月
二
十
日
付
け
の
書
簡
で
す
が、
東
洋
城 

が
四
十
一歳
で
宮内
省
を辞
任
し
た
時
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
す。
こ 

の
時
は
師
と
仰
い
で
い
た
夏
目
漱
石
も
大
正
五
年
に
亡
く
な
り、
東 

洋
城
は
霽
月
に
精
神
的
に
も頼
っ
て
い
た
事
が
ょ
く
分
か
り
ま
す
。

こ
の
書
簡
の
後、
九
月
二
十
一
日、
二
十
五
日
と続
け
ざ
ま
に
書 

簡
が届
く
の
で
す
が、
二
十
一
日
の
書
簡
で
は

「手
紙
着
次
第
御
上
京
申
候
な
ど
御
無
理
な
こ
と
申
上
げ
恐
縮
尤 

も
御
相
談
願
度
義
ハ
？
？
有
之
只
早
い
方
結
構
な
れ
ど
す
ぐ
に
と 

は
あ
ま
り
性
急
な
り
き
秋
の
御
上
京
は
い
つ
頃
か
そ
れ
を
早
め
て
戴 

く
こ
と
に
出来
れ
ば
仕
合
は
せ
に
候
せ
い
ぜ
い
早
く
し
て
下
さ
れ 

て
い
つ
頃
に
な
る
ベ
く
や
‘.
.
(
略
)」

と、
少
し
心
が
落
ち
着
き
東
洋
城
は
「至
急会
い
た
い
」
と
霽
月
に 

頼
ん
だ
事
を
後
悔
し
つ
つ
そ
れ
で
も会
い
た
い
と頼
ん
で
い
ま
す。 

二
十
五
日
の
書
簡
に
は

「半
官
半
民
に
て
は
ど
ぅ
し
て
も
半
端
に
御
座
候
ゅ
爰
に
候
此 

度
の
事
突
然
に
は
相
違
な
け
れ
ど
小
生
と
し
て
ハ
必
し
も
突
然
に
あ 

ら
ず
唯
今当
場
の塩
梅
回
復
せ
ず
時々

頭
痛
に
10
ま
さ
れ
る
こ
と
困 

却
罷
在
.
.
‘(略
)」

と
有
り、
官
職
と
俳
句
活
動
の
二
足
の
草
鞋
の
大変
さ
と、体
調
不 

良
の
頭
痛
が
酷
か
っ
た
よ
う
で、
少
し
休
み
た
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
頃
の
東
洋
城
の
心
の
葛
藤
が読
み
取
れ
ま
す。

で
は
先
ず
最
初
に
明
治
四
十
三
年
八
月
三
十
日
付
け
の
書
簡
か
ら 

ご
紹
介
致
し
ま
す。

#

力
^

^

^

(翻
刻
)

御
手
紙、
御
葉
書
と
も
正
に
落
掌
。
す
べ
て
行
ち
が
ひ、
高
浜
に
て 

御
面
晤
か
な
は
ず残
念
の
こ
と
に
候。
病
人
も
思
ひ
し
よ
り
快
方
に 

て、
何
よ
り
仕
合
せ
に
御
坐
候。
3
方
唯
旱
に
て
雨
乞
千
人
踊
を
せ 

ず
ば
な
ど、
百
姓
達
の
嘆
き
に
候。

？̂

丨
^

真

^

^

ぼ

，

今
/

^V
 

^
7

^
1

4

従
而
酷
暑
難
堪
者
有
之
候。
夏
目
先
生
之
病気
は
二
十
四
日
に
吐
血 

し
た
る
こ
と
が
最悪
し
き経
過
の
一
に
て、
一
時
人
事
不
省
に陥
り 

し
も、
注
射
に
て
恢
復
し、
爾来

一

^

-
-
-
-
-'わ
' 
文

！
^

^

^

^

-
-
-
-
-
-
-
4

9

,
な

,

1

 

\

静
か
な
る
由、毎
日
電
報
に
て
問
合
は
せ
居
候。経
過
稍
良
好
と
て

昨
日
は
電
報参
ら
ず
候。
何
し
ろ
大
患
に
御
座
候。
若
し
も
の
事
候 

ひ
て
は、
我国
の
重
大
な
る
損
失
に
候。
是
は
一
般
の
事、
小
生
一 

身
に
と
り
て
は



令 
—

か̂

'

^

師
を
失
ふ
こ
と
に
て、
痛
心
唯
隔
地
に
在
る
に
堪
へ
ず
候。
察双
親
に 

病
に
付
し、
遠
く
師
の
危
き
を
思
ふ。
自
ら痩
す
る
を覚
え
候。
玉 

句拝
誦。
行
水
の
句
は
面
白
く、
御
中
に

尤
も
ょ
ろ
し
く
と
存
候。
新
傾
向
御
提灯
持
は、
貴
兄
の為
め
甚
だ 

意
を
得
ず
候。
聞
く
が
如
く
ん
ば、当
地
は
顧
る価
値
な
し
と
し
て 

碧
梧
桐
が当
地
有
志
の
招
待
を
拒
ミ
た
る
や

— 10

ね

一
一

に
言
ふ
も
の
有
之。真
咨
は
知
ら
ず
。
事実
と
せ
ば
如
何。
碧
梧
桐
一 

人
に
依
て当
宇
和
島
が
天
下
に没
せ
ら
れ
も
せ
ね
ば、
宇
和
島
の
俳 

匇
が
消
え
も
せ
ま
じ
く
候。
碧
西
遊
の
時
は
貴
下
御
同
行
之
由。
唯 

相
携

1

、̂

―

5

4

^

%

 シ
プ
^

マ
へ
て
四
方
に
遊
ぶ
は
可
な
ら
ん。
人
を
し
て
君
を
碧
の
提灯
持
と
誤 

解
せ
し
む
る
莫
れ。
碧
の
四
方
に
遊
ぶ
や、
比
較
的
碧
に
親
し
き
者 

が、
碧
と
共
に
し
て
各
地
に
其昵
近
な
る
を
示
し
得
て、
自
ら
地
方 

人
に
自
家
の
尊厳
を増

— 11



'

^

ノ
レ
.

/

^

^

一.

口 

1
' "

沒

‘
さ

ン

3

 

‘
4

^

1

客
|
：

し
得
た
り
と
な
す
も
の
而
己。
日
誰
日
誰、
名
を
示
さ
ず
と
雖
「日

本
人
」
を
開
か
ば
自
ら
明
な
ら
ん。
か
、
る
時
世
心
し
て
か、
る
旅 

行
の
？
？
也
。
霽
月独
り
天
下
の
霽
月
な
ら
ず
は、即
止
ま
ん。将
 

た

8

 \

ふ

‘

-
‘

考
、！

. 

1 

れ
^

身̂
%
 

/

^

:

:

な

資

ふ

"

^

^

^
7

^

4

-
-
-
-
-7

 ̂

1

1

^

2

梦

、

，
'

，̂
9

/
/
1 

\
：

こ
,
，1

す

意気
投
じ
て
佳
景
に実
を
共
に
せ
ん
は
固
よ
り
何
の
不
可
あ
ら
ん。 

否
寧
如
此
は
忙
殺
者
の
羨
望
を
不
堪
所
歟。
如
此
は
宜
し
く
唯
？
の 

相
携
へ
て
直
ち
に
深
山
に
攀
ず
は
後
に従
ば
じ
。
願即
宜
ら
ん。
先 

づ
行
く
者
は
自
ら
師
を

— 12

家̂
-̂

ぶ
3

^
8

^

 
ギ

^

^

^

^

^パ
^

^

^

^
^

4

找

く
^

プ、

言

以
て
臨
み、従
ふ
者
僕
弟
を
以
て
處
る
。
抑
も
行
く
者
の
誤
り
に
し 

て、従
ふ
も
の
謬
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
雖 

、
下
愚
は
姑
く
措
く。
天
下
の
霽
月
が
誤
解
を
世
に
招
く
は
余
の
採 

ら
ざ
る
所
に睽
。
況
や
風
流
雲
水
の
行
と
せ
ば
' 
霽
月

乂义
畫
矽

癸

、ィ

げ
1

表

^

!

，
も
 
5

^

^

ょ 

 ̂

^

1

1

兄、
兄
奚
ぞ
如
此
半
商売
的広
告
旅
行
に
伴随
せ
ん
と
す
る
や。
君 

が
性、
至
直
淡々

と
し
て
如
神。
盾
之両
面
を
看
ょ
と
は
或
は当
ら 

ざ
る
に、
願
く
ば
一
考
せ
ょ
。
若
夫
れ
兄
自
ら為
め
に
せ
ん
が
旅
と 

な
ら
ば即
別
事
た
り。
霽
月
は
雷
死
久

— 13



4

棱
村
と
同
一
な
ら
ず。
少
し
く
自
重
し
て
可
な
る
べ
し。
貴
意
如
何。 

〇国
民
紙
上
之
修
善
寺雑
詠
御
評
を
下
さ
れ
候
はヾ

希
願
上
置
候。 

〇
上
京
の
途
に
は
是
非
高
濱
船
中
に
て
御

V

人̂
%
^
^
^

目
に
かゝ

り
度、
こ
れ
は
私
事
の
故
に
候。
い
づ
れ
又。
要
用
の
ミ。 

謹言三十日城霽月様

続
い
て
二
通
目
の
大
正
八
年
九
月
二
十
日
の
書
簡
を
紹
介
し
ま
す。

一14 一

み
，
，
^

^

ム

(翻
刻
)拝
啓
陳
ば残
暑
い
つ
ま
で
も厳
敷
閉
口
罷
有
候
ど、つも

頭
の
具
合
あ
し
く
困
却
罷
有
候
さ
て
甚
だ
御
無
理
な
御
願
な
れ
ど 

貴
下
に
是
非

パ-
- 
-
1̂)4
7̂
，

御
目
に
か
、
り
度
義
有
此
手
紙
御覧
次
第
御
上
京
被 

下
候
事
出来
ま
じ
く
や
御
多
用
中
甚
だ
恐
入
候
得
共
漱
石
先
生 

在
は
さ
ざ
る
今
日
誰
に
も
相
談
可
致
人
無
之
必
ず
ま
げ
て
懇
請
御 

許
受
下
さ
れ
度
候

— 15



実
は
小
生
事
情
あ
り
て
昨
日
職
務
を辞
し
本
日
許
可
に
相
成
候
こ

の
事
に関
し
事
情
一
切
は
御
面会
の
上
申
し
候
得
共
何
卒
御
得
案 

ヒ
下
度
候
否
を
御
一
電
ヒ
下
度
紙
外
不尽
城
二
十
日
午 

霽
月
兄

一
通
目
の
書
簡
は
少々

長
い
書
簡
で
し
た
が様
々
な
人
間関
係
が 

描
か
れ
て
い
ま
す。

内
容
は
霽
月
と
東
洋
城
は
高
濱
港
で会
、っ
約
束
を
し
な
が
ら
何
か 

の
行
き
違
い
が
あ
り、会
う
事
が
出来
ず
と
て
も残
念
が
っ
て
い
ま 

す
。
又
宇
和
島
の
旱
に
も触
れ、
百
姓
達
が
雨
乞
を
せ
ね
ば
と
嘆
い 

て
い
る
と
報
告
し
て
い
ま
す。

夏
目
漱
石
の
病気
に
つ
い
て
の
困
惑
を
語
り
つ
つ
も
最悪
の状
態 

か
ら
は
徐々

に
回
復
し
つ
つ
あ
る
と、
心
配
し
つ
つ
もI

安
心
な様
 

子
で
少
し
落
ち
着
き
始
め
た
漱
石
の様
子
を
報
告
し
て
い
ま
す。

又、続
三
千
里
で来
松
し
た
河
東
碧
梧
桐
を歓
迎
し
接
待
し
て
い 

る
霽
月
に
嫌悪
感
を
露
に
し
て
い
ま
す。
年
上
の
霽
月
に気
を
使
い 

な
が
ら
も
霽
月
の
自
重
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す。

霽
月
は
基
本
姿
勢
と
し
て、
あ
ま
り
偏
っ
た
人
付
き
合
い
で
な
く、 

誰
と
で
も
親
し
く
接
待
す
る
性
格
で
す
の
で、
霽
月
の
事
を
自
分
の 

見
方
だ
と
信
じ、
人
間関
係
に
一
途
な
一
寸
閉
鎖
的
な
所
の
あ
る
東 

洋
城
に
と
っ
て
は
敵対
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
碧
梧
桐
を
接
待
し 

て
い
る
霽
月
に
大変
な
憤
り
を
感
じ
た
の
で
し
ょ
う。

二
通
目
の
大
正
八
年
九
月
二
十
日
の
書
簡
は
東
洋
城
の
一
大転
機 

で
あ
る
宮内
省辞
任
と
言
う
事実
に
本
人
自
身
が当
惑
し
て
い
る様
 

子
が
描
か
れ
て
い
ま
す。
東
洋
城
は
こ
の
時
の
心
情
の
俳
句
を
後
日 

の
書
簡
の
最
後
に
記
し
て
い
ま
す。

木
の実
落
ち
て
し
か
と
打
ち
た
る
大
地
哉 

城 

ホ
松
根
東
洋
城
書
簡
(巻
紙)個人蔵

(平
成
ニ
九
年
二
月
例会

講
演会

員
)
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明
治
二
十
八
年
の
正
岡
子
規

松浦卷夫

は
じ
め
に

「三
十
五
年
と
い
う
短
い
子
規
の
生
涯
の
一
年
一
年
は
い
ず
れ
の 

年
を
見
て
も
活
動
の
全
て
が
彫
刻
の
そ
れ
の
よ
う
に
深
く鋭
く
刻 

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
に
明
治
二
十
八
年
と
い
う
年
が
最
も 

子
規
ら
し
さ
が迸
り
出
て
い
る
一
年
で
あ
る
と
思
う。

四
月 

日清
戦
争
従

軍
(近
衛
連
隊
附
)
記
者
と
し
て
金
州 

へ
渡
る。

八
月 

病
後、
松
山
へ帰
り、
漱
石
の
下
宿
に
五
十
余
日
寄 

寓
す
る
。

十
二
月
道
灌
山
に
て虚
子
に
後
事
を
託
す
が辞
退
さ
れ
る
。

右
の
事
象
を、残
さ
れ
た
書
簡
を
基
に
特
に
日清
戦
争
従
軍
と
所 

謂
「道
灌
山
」
事
件
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い。

1

従

軍
記
者
と
し
て
の
子
規

明
治
二
十
五
年
十
二
月、
子
規
は、
陸羯
南
の経
営
す
る
「日
本
新 

聞
」
に
入
社
す
る。
叔
父
加
藤
拓
川
の
紹
介
で
陸羯
南
に
引
き
合
わ 

さ
れ
て
か
ら
子
規
は羯
南
を
尊
敬
し、
自
分
も将
来
、
新
聞
記
者
に

な
り
た
い
思
い
を
持
っ
て
い
た。
入
社
に
先
立
っ
て
五
月
に
は、
前 

年
夏
の
木曽

旅
行
記
「か
け
は
し
の
記
」
を
「日
本
」
に
連
載
し
始 

め、
六
月
に
は
「獺
祭
書
屋
俳
話
」
の
連
載
を
始
め
て
い
る。
入
社 

し
て
か
ら
は
「文
界
八
つ
あ
た
り
」
「は
て
知
ら
ず
の
記
」
「芭
蕉雑
 

談
」
等
を
連
載
し、
「俳
句
時
事
評
」
も随
時掲
載
し
て
い
る
。
翌 

二
十
六
年
ニ
用
か
ら
は
文
苑
欄
に
俳
句
欄
を
設
け
て
日
本
派
俳
句
を 

掲
載
し
始
め
る。
二
十
七
年
二
月
「小
日
本
」
が
創
刊
さ
れ、
子
規 

が
編
集
責
任
者
と
な
る
。
二
十
七
年
八
月、
日清
戦
争
勃発
。
五
百 

木
瓢
亭、
召
集
さ
れ広
島
第
五
師団
に属
す。
子
規
は
結
核
性
の
持 

病
を
持
ち
な
が
ら、
周囲
の
反対
を
押
し
切
っ
て従
軍
記
者
と
し
て 

戦
地
に
赴
く
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
子
規
の
心
中
を、
二
人
の
弟
子 

| 

〔虚
子
と
碧
梧
桐
)に従

軍
決
意
表
明
の
書
簡
を
通
し
て
吐
露
し
て
い
17 

る。 

一

河
東
秉
五
郎
君
足
下

高
濱清

君
足
下 

「僕
足
下
ト
交
遊
僅
力
ニ
數歳
而
シ
テ
友
愛
ノ
情
談
心
ノ
交
恰
モ
前 

世
ノ
契
約
ニ尚
ブ
ル
ガ
如
ク
然
リ
僕
ノ
志
ス
所
常
ニ
之
ヲ
開
陳
シ 

テ
以
テ
利
害
ヲ
足
下
ニ
問
フ
其
足
下
ニ
望
ム
所
亦
之
ヲ
披
發
シ
テ 

以
テ
省
慮
ヲ
請
フ
事
ノ
得
失
行
ノ
可
否
胸
臆
ヲ
盡
シ
肺
肝
ヲ
灑
ギ
テ 

而
シ
テ
後
ニ
已
ム
足
下
亦
僕
ノ
躁
狂
ヲ
咎
メ
ズ
務
メ
テ
卑
言
ヲ
容 

レ
ラ
ル
ル
ヲ
辱
ゥ
ス歓

喜
禁
セ
ズ
手
舞
ヒ
足
躍
ラ
ン
ト欲
ス 

今
ャ
日清
事
有
リ
王
師
十
萬
深
ク
異
域
ニ
入
ル
誠
ニ
是
レ
國
家
安



危
ノ
分
ル、
所
東
洋
漸
ク
將
ニ
多
事
ナ
ラ
ン
ト
ス
僕
亦
意
ヲ
決
シ

一
枝
ノ
筆
ヲ挟
ミ
軍
ニ
從
ハ
ン
ト
欲
ス
發
程
不
日
ニ
在
リ
訣
別
ノ 

情
ニ
堪
へ
ズ
而
シ
テ
竊
ニ
想
フ
足
下
僕
ノ
意
ノ
在
ル
所
ヲ
知
ラ
ズ 

虺
弱
事
ニ
堪
へ
ズ
中
道
ニ
シ
テ
斃
レ
ン
コ
ト
ヲ
畏
ル、
者
ノ
如
シ 

平
生
ノ
交
情既
ニ
篤
シ
今
足
下
ニ
對
シ
テ
一
言
ノ
之
ヲ
辨
ス
ル
ナ
ク 

シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ

僕
ノ
志
ス
所
文
學
ニ
在
リ
文
學
二
種
有
りI

ニ
日
ク
詩
文
小説
 

ヲ
作
爲
ス
ル
ナ
リ
是
レ
雅
事
ニ
屬
ス
ニ
ニ
日
ク
文
學
書
ヲ
編
纂
シ 

文
學
者
ヲ教
育
ス
ル
ナ
リ
是
レ
俗
事
ニ
屬
ス
詩
文
小説
ヲ
作
爲
ス 

ル
者
ハ
遍
ク
天
下
ノ
景
勝
ヲ
探
リ
博
ク
世
間
ノ
人
情
ヲ
究
ム
ル
ヲ
要 

ス
景
勝
ヲ
採
リ
人
情
ヲ
究
メ
ン
ト
欲
ス
レ
バ
身
二
世
務
ア
ル
べ
力 

ラ
ズ
家
ニ
煩
累
ア
ル
べ
カ
ラ
ズ
而
シ
テ
僕
共
ニ
之
レ
有
リ
文
學
書 

を
編
纂
シ
文
學
者
ヲ教
育
ス
ル
者
ハ
幾
多
ノ
材
料
ヲ
蒐
メ
幾
多
ノ
英 

才
ヲ
集
ム
ル
ヲ
要
ス
材
料
ヲ
蒐
メ
英
才
ヲ
集
メ
ン
ト
欲
ス
レ
バ
巨 

萬
ノ黄
金
ナ
カ
ル
べ
カ
ラ
ズ
若
ク
ハ顕
彰
ノ
地
位
ナ
カ
ル
べ
カ
ラ
ズ 

而
シ
テ
僕
俱
ニ
之
ヲ
缺
グ
雅
事
ニ
委
セ
ン
力
能
ハ
ズ
俗
事
ニ
任
ゼ 

ン
カ
亦
能
ハ
ズ况
ン
ヤ
雅
事
俗
事
共
ニ
之
ヲ
兼
ヌ
ル
ヲ
ヤ
知
ラ
ズ 

孰
レ
ノ
道
ニ
從
ツ
テ
力
以
テ
素
志
ノ
萬ー
ヲ
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
ン
僕 

獨リ惑フ略

——

僕
適觚
ヲ
新
聞
ニ
操
ル
或
ハ
以
テ
新
聞
記
者
ト
シ
テ
軍
ニ
從
フ
ヲ 

得
ペ
シ
而
シ
テ
若
シ
此
機
ヲ
徒
過
ス
ル
ア
ラ
ン
カ
懶
ニ
非
レ
バ 

則
チ
愚
ノ
ミ
傲
ニ
非
レ
バ
則
チ
怯
ノ
ミ
是
ニ
於
テ
意
ヲ
決
シ
軍
ニ 

從
フ 

——

略
——

足
下
ノ
學
藝
ニ
於
ケ
ル
昨歳
杪
以来
僕
ノ
言
ヲ
爲
ス呶
々
喃
々
啻
ニ

數
百
言
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
足
下
亦
應
ニ
僕
ノ
望
ム
所
ニ
副
フ
べ
キ
ヲ
知 

ル
相
別
ル
、
數
月
再
會
燭
ヲ
剪
テ
鶯
巷
ノ
草
盧
ニ
談
ズ
ル
ノ
日
ハ 

足
下
ノ
學
問
文
章
必
ズ
人
ヲ
驚
ヵ
ス
べ
キ
者
ア
ル
ヲ
期
ス
僕
若
シ 

志
ヲ
果
サ
ズ
シ
テ
斃
レ
ン
力
僕
ノ
志
ヲ
遂
ゲ
僕
ノ
業
ヲ
成
ス
者
ハ
足 

下
ヲ舎
テ
他
ニ
之
ヲ
求
ム
ベ
ヵ
ラ
ズ
足
下
之
ヲ
肯
諾
セ
バ
幸
甚 

明
治
二
十
八
年
二
月
二
十
五
日

正
岡
常
規拝

半
紙
四
枚
に
謹
直
な
書体
で
決
死
の覚
悟
を
示
し
後
事
を
託
し
た 

も
の
で
あ
る
。
『子
規
書
簡
集
*-
(籾
山
書
店
明
治
40.
4.
1
刊
)
の 

追
記
に
「虚
子
云
神
田
あ
た
り
に
て
別
る、
時
『帰
っ
て
ゆ
っ
く
り 

一
 

お
讀
み
や
』
と
此
書
を
手
に
渡
さ
れ
た
」
と
い
ぅ
。
翌
二
十
六
日
に
18 

は
五
百
木
良
三
宛
て
に
次
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。 

一

御
手
紙
盡
く
到
着拝
誦
致
益
御
健
勝
大
賀
2
 

拔
小
生
も
先
便
申
上
候
通
り
い
ょ
^
從
軍
に
決
し
近
衛
附
と
略々
 

相
定
ま
り
申
候
同
軍
の
廣
嶋
へ
行
く
ハ
來
月
中
旬
に
て
出発
ハ
何 

日
と
も
知
ら
れ
ず
但
し
早
速
と
存
候
方
面
ハ
未
詳
な
れ
と
も
兎
に 

角
山
海
關
あ
た
り
と
ハ
思
ハ
れ
候
そ
れ
や
こ
れ
や
に
て
近
來
忙
し 

く
相
成
候

久
松
伯
も
近
衛
司
令
部
附
副
官
可
全
ハ
讀
賣
新
聞
の
名
義
に
て随
 

1？
可
致
さ
ら
バ
小
生
と
同
行
と
存
候
何
彼
二
つ
け
都
合
よ
ろ
し
く 

候

皆
に
止
め
ら
れ
候
へ
と
も
雄
飛
の
心
難
抑
終
ニ
出
發
と
定
ま
り
候

生来
稀
有
之
快
事
ニ
御
座
候 

小
生
今迄
に
て
尤
も
嬉
し
き
も
の

初
め
て
東
京
へ
出
發
と
定
ま
り
し
時 

初
め
て
從
軍
と
定
ま
り
し
時 

の
二
度
に
候
此
上
に
猶
望
む
べ
き
ニ
事
あ
り
候 

洋
行
と
定
ま
り
し
時 

意
中
の
人
を
得
し
時 

の
喜
び
如
何
な
ら
ん
前
者
或
ハ
望
む
べ
し
後
者
ハ
全
ク
望
ミ
無
し 

遺
憾
^
非
風
を
し
て
聞
か
し
め
ば
之
を
何
と
か
言
ハ
ん 

呵々
 

(明
治
二
十
八
年
)
二
月
二
十
六
日

後
年
(昭
和
十
七
年
)
高
浜虚

子
は
『俳
句
の
五
十
年
』
の
中
で

「子
規従
軍
を
志
願
」と
題
し
て
子
規
手
ず
か
ら
渡
さ
れ
た
旨
記
し
た 

上
で、従
軍
を
通
し
て
貪
欲
な
ま
で
の
子
規
の
探
索
欲
を読
み
取
つ 

て
い
る。

遂
に
二
十
八
年
の
三
月
に
は、
子
規
も
亦
記
者
と
し
て
從
軍
す
る 

事
に
な
り
ま
し
た。
こ
の従
軍
記
者
に
な
つ
て
行
く
と
い
ふ
決
心
が 

つ
い
た
時
分
に、
碧
悟
桐
と
私
の
二
人
を
伴
つ
て
目黒
あ
た
り
を
散 

歩
し
た
事
が
あ
り
ま
す。
そ
の
歸
り
に
子
規
は、
一
通
の
長
い
手
紙

と
い
ふ
ょ
り
も
寧
ろ
半
紙
を
何
十
枚
か
綴
ぢ
た、
大
き
な
草
稿
と
い

つ
て
も
良
い
の
で
あ
り
ま
す
が、
そ
れ
を、
歸
つ
て
ゆ
つ
く
り
讀
ん 

で
見
ろ
と
い
つ
て
私
た
ち
に
渡
し
て
途
中
か
ら
別
れ
ま
し
た。

歸
つ
て
碧
梧
桐
と
二
人
で、
下
宿
屋
の
机
の
上
で
そ
れ
を
讀
ん
で 

み
ま
す
と、
そ
れ
に
は従
軍
す
る
に
當
つ
て
の
法
心
が
縷々

と
し
て 

述
べ
て
あ
り
ま
し
た。
要
す
る
に、
そ
の
理
由
は、
は
つ
き
り
子
規 

自
身
に
も
分
ら
な
い
が、
た
ぐ
何
も
の
を
か
そ
の
從
軍
か
ら
得
る
事 

を
冀
つ
て
出
か
け
る
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
認
め
て
あ
つ
た
と
思
ひ 

ま
す
。
こ
ゝ

に
も
ま
た、
子
規
の、
何
物
で
も
か
ま
は
な
い、
其
所 

に
何
物
か
を
つ
か
ま
へ
て、
そ
れ
に
子
規
の
抱
負
を
託
す
る
と
い
ふ 

意
氣
が
見
え
て
を
る
や
ぅ
に
思
ひ
ま
す
。

『俳
句
の
五
十
年』
高
濱虚
子

ま
た
河
東
16
石
梧
桐
は、
『子
規
を
語
る
』
(昭
和
九
年
)
で、
子
規
の 

出
征
が
子
規
の寿
命
を
縮
め
る
こ
と
と
な
り、
も
し従
軍
し
な
か
つ 

た
な
ら
ば、
文学
上
で
さ
ら
に
大
い
な
る
功
績
を
遺
し
た
で
あ
ろ
ぅ 

と
無
念
が
っ
て
い
る
。

従
軍
前
後

子
規
の従
軍
の
動
機
は
二
月
二
十
五
日
附
け
の虚
子
と
私
に与
え 

た
連
名
の
告
別
文
—

『書
簡
集
』
(子
規
全
集
)
所
載
—
に
も
明
ら
か 

で
あ
り、
そ
の
後
に
書
い
た
子
規
の
最
後
の
小説

「我
が
病
」
に
も 

審
ら
か
で
あ
っ
て、
日清
戦
役
の
始
ま
っ
た
頃
か
ら、
旦
暮
子
規
の 

熱
望
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た。
—

—̂
子
規
の
宿
病
を
患
え
て
そ
の
無

— 19



謀
を
諫
止
し
た
者
も
あ
っ
た
が、
そ
れ
は
子
規
自
身
の
方
が
よ
り
以

上
に
自
分
の
健
康
を
知
っ
て
い
た。当
時
の虚
子
は
と
も
か
く、
私 

如
き
は
も
う
眼
中
に
置
い
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が、
そ
れ 

で
も
そ
の
胸
中
の
秘奥
を
吐
露
し
て、
後
事
を
托
す
る
よ
う
な
こ
と 

を
言
っ
た
の
は、窃
に
死
を
決
し
て
い
た
消
息
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

も
し
子
規
が
從
軍
し
な
か
っ
た
な
ら
ば、
も
っ
と
余
命
を
長
う
し 

た
で
あ
ろ
う
し、
文学
に
多
く
の
功
績
を残
し
た
で
あ
ら
う
し、
五 

体
を
拷
問
に
か
け
ら
る
る
病
苦
も
知
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し、
公 

的
に
も
私
的
に
も
子
規
の
生
活
は、
よ
り遥
か
に
意
義
の
深
い
も
の 

と
な
つ
た
で
あ
ら
う
と
も
想
像
さ
れ
る
。

——

以
下
省
略
^
 

『子
規
を
語
る
』
河
東
碧
梧
桐

次
に、
日
本
新
聞
社
主
陸羯
南
と
連
名
で
大
本営
に
提岀
し
た
「従 

軍
願
」
と
子
規
の
「履歴
書
」
を挙
げ
る。

従
軍
願

愛
媛
縣
伊
豫
國
松
山
市 

湊
町
四
丁
目
十
番
地
士
族 

正
岡
常
規 

慶
應
三
年
九
月
十
七
日
生

右
者
此
度
近
衛
師圑
出
征
ノ
場
合
ニ
於
テ
新
聞
日
本
へ
戰
況
通
信
ノ 

爲
メ
從
軍
仕
度
御
許
可
ノ
上
ハー
切
ノ
御
指
揮
確
守
仕
候
ハ
勿
論
本

人
身
上
ノ
事
ハ
社
主
其
責
ニ
任
ズ
べ
ク
候
此
段
以
連
署
御
願
申
上
候 

也

右正
岡
常
規
⑩

明
治廿
八
年
三
月
六
日

日
本
新
聞
社
主

願
之
通 

陸

實

⑩

明
治廿
八
年
三
月廿
一
日 

大
本
營
副
官
部
⑯

御
中

履
歴

書

一
慶
應
三
年
九
月
十
七
日
出
生 

一
明
治
十
二
年
愛
媛
縣
松
山
勝
山
小
學
校
卒
業 

同
年
松
山
中
學
校
ニ
入
學
同
十
六
年
同
校
第
一
級
ヲ
修
學
中
退
學
ス 

同
年
出
京
同
十
七
年
東
京
大
學
豫
備
門
ニ
入
學
同廿
三
年
第
一
高
等 

中
學
校
(東
京
大
學
豫
備
門
改
稱
)
卒
業
同
年
帝
國
大
學
ニ
入
學
文 

科
大
學
ニ
在
リ
テ
國
文
學
ヲ
修
ム
同廿
六
年
三
月
帝
國
大
學
ヲ
退
學

ス一
明
治廿
六
年
四
月
日
本
新
聞
社
ニ
入
ル 

一
日
本
新
聞
社
ニ
テ
編
輯
ヲ
擔
任
ス 

一作文ー
篇別紙添

日
本
新
聞
社
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正
岡
常
規
@

明
治廿
八
年
三
月
六
日

四
月
十
五
日、梆
樹
屯
に
上
陸
し、
凡
そ
一
か
月
の
間、清
国
. 

遼
東
半
島
の
劣悪
な
環
境条
件
の
下
で従
軍
記
者
と
し
て
活
躍
す
る 

い
と
ま
も
な
い
ま、
に
講
和
な
り、帰
国
の
船
中
で
喀
血、
重体
に 

陥

つ
た
こ
と
は
「陣
中
日
記
」
「従
軍
紀
事
」
「病
」
に
も
書
か
れ
て 

い
る。

県
立
神戸
病
院
に
入
院
し
た
の
が
五
月
二
十
三
日。
そ
し
て
五
月 

二
十
八
日、
夏
目
漱
石
よ
り 

「病気
見
舞
と
松
山
で
の教
師
生
活
」
報
告
の
書
簡
(日
付
は
五
月 

二
十
六
日
)

拝
呈
首
尾
よ
く
大
連
灣
よ
り
御
歸
國
は
奉
賀
候
へ
ど
も
神戸
縣
立 

病
院
は
ち
と
寒
心
致
候

長
途
の
遠
征
舊
患
を
喚
起
致
候
譯
に
や
心
元
な
く
存
候
小
生
當
地 

着
以来
昏々

俗
流
に
打
混
じ
ア
ツ
ケ
ラ
閑
と
し
て
消
光
身
體
は
別
に 

變
動
も無
之
候教
員
生
徒
間
の
折悪

も
よ
ろ
し
く
好
都
合
に
御
座 

候
東
都
の
一
瓢
生
を
捉
へ
て
大
先
生
の
如
く
取
扱
ふ
事
返
す
0
 

恐
縮
の
至
に
御
座
候
八
時
出
の
ニ
時
退
街
に
て
事
務
は
大概
御
免 

蒙
り
居
候
へ
ど
も
少々

煩
鎖
な
る
に
は
閉
口
致
候
僻
地
師
友
な
し 

面
白
き
書
あ
ら
ば
東
京
よ
り
御
送
を
乞
ふ
結
婚
放
蕩、
讀
書
三 

の
者
其
一
を
擇
む
に
あ
ら
ざ
れ
ば
大
抵
の
人
は
田舎
に
辛
抱
は
出
來

ぬ
事
と
存
候
當
地
の
人
間随
分
小
理
窟
を
云
ふ
處
の
よ
し
宿
屋
下 

宿
皆
ノ
ロ
マ
の
癖
に
不
親
切
な
る
が
如
し
大
兄
の
生
國
を
惡
く
云 

て
は
濟
ま
ず
失
敬々
々

道
後
へ
は
當
地
に
來
て
よ
り
三
回
入
湯
に
來
り
候
小
生
宿
所
は
裁 

判
所
の
裏
の
山
の
半
腹
に
て
眺
望
絶
佳
の
別
天
地
恨
ら
く
は
猶
俗
物 

の
厄
介
を
受
け
居
る
事
を
當
地
に
て
は
先
生
然
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
故 

衣
服
住
居
八
十
園
の
月
俸
に
相
當
せ
ね
ば
な
ら
ず
小
生
如
き
丸
裸
に 

は
當
分
大
閉
口
な
り 

—
略
—

當
地
出
征
軍
人
の
娘
を
貫
は
ん
か
^
と
勸
む
る
も
の
あ
り
貰
は 

ん
か
貰
ふ
ま
い
か
と
思
案
せ
し
が
少々

血
統
上
思
は
し
か
ら
ぬ
事
あ 

り
て
御
免
蒙
れ
り

先
は
右
近况
御
報
知
ま
で
餘
は
後
便
に譲
り
申
候

(明
治
二
十
八
年
)
五
月
二
十
六
日
 

夏
目
金
之
助 

正岡賢兄

2

子
規
、
虚

子
を
道
灌
山
に
誘
い
、
後
事
を
託
す

明
治
二
十
八
年
十
二
月
九
日 

十
二
月
八
日、
子
規
は虚
子
の
家
を
訪
ね
た
が虚
子
は
不
在
で 

あ
つ
た。
明
朝、
子
規
庵
に来
る
よ、つ
手
紙93

す
。
九
日、
待
て
ど 

も虚
子来
ず。
十
一
時
頃虚
子来
る。
共
に昼
食
を
と
り、
子
規
は、 

日
本
新
聞
社
へ
欠
勤
の
連
絡
を
し
て、虚
子
を
道
灌
山
へ
誘
ぅ
。 

自
分
の
後継
者
と
し
て
最
も
期
待
し
て
い
た虚
子
は
案
に
相
違
し
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て、
子
規
の
要
請
に応
え
ら
れ
な
い
と
の
返
答。
信
じ
て
い
た虚
子

に
裏
切
ら
れ
て
悲
痛
な
絶
望
感。
そ
れ
が
次
に挙
げ
る
五
百
木
瓢
亭 

へ
出
し
た
書
簡
の
冒
頭
で
あ
る。
長
文
で
あ
る
が
引
用
す
る
。

小
生
が
心
中
は
狂
亂
せ
り
筆
頭
は
混雑
せ
り
貴
兄
は
氣
を
落
ち
つ 

け
て
讀
ん
で
く
れ
給
へ

拝

復
致
候
—
略
1

こ
、
に
一
つ
御
報
道
可
致
事
出来
申
候
單 

刀
直
入
に
て
は
相
分
り
か
ね
候
に
付
は
じ
め
よ
り
敍
を
逐
て
可
申
上 

候
小
生
が
貴
兄
及
非
風
と
交
際
致
居
候
際
貴
兄
よ
り
も
非
風
の
方 

文
學
上
の
才
能
あ
り
と
思
ひ
居
候
事
は
僅
か
の
間
に
て、
非
風
は
稍 

其
正
體
を
現
は
し
か
け
候
故、
貴
兄
に
遠
く
劣
り
候
は
勿
論
迪
も
も 

の
に
は
な
れ
ず
と
て
一
朝
見
す
て
申
候
そ
れ
と
同
じ
く
碧
梧
虛
子 

の
中
に
て
も
碧
梧
才
能
あ
り
と
覺
え
し
は
眞
の
は
じ
め
の
事
に
て
小 

生
は
以
前
よ
り
す
で
に
碧
梧
を
捨
て
申
候併
し虚
子
は
何
處
や
り 

と
げ
得
べ
き
も
の
と
鑑
定
致
し
又
隨
て
や
り
と
げ
さ
せ
ん
と
存
居 

種々

に
手
を
盡
し
申
候
小
生
の
身
命
は
明
日
を
も
は
か
ら
れ
ぬ
も 

の
小
生
の
相
續
者
は虚
子
と
白
ら
定
め
置
候
し
か
も
此
相
續
者
の 

た
し
か
な
る
事
は
小
生
自
ら
人
を
鑑
定
す
る
こ
と
の
明
を
有
せ
り
と 

自
ら
恃
み
居
り
し
心
に
て
相
分
り
可
申
小
生
は
ど
こ
ま
で
も
之
を
信 

じ
貴
兄
を
は
じ
め
誰
人
も
能
く
之
を
信
じ
申
さ
れ
候
事
と
存
候 

併
し
人
間
の
智
慧
程
は
か
な
き
も
の
は
無
之
候
小
生
は
今
日
只
今 

二
人
と
な
き
一
子
を
失
ひ
申
候

小
生
を
し
て
人
を
觀
る
の
明
な
か
ら
し
め
た
る
者
は
實
に
此ー
窮
措

大
高
浜虚
子
に
有
之
候 

最
早
小
生
の
事
業
は
小
生
一
代
の
者
に

相
成
候
三
十
有
余
年
だ
に
保
ち
得
べ
か
ら
ざ
る
此
一
代
に
て
相
終 

り
可
申
候

小
生
は纔
か
に
創
業
の
功
を
奏
し
た
る
俳
句
類
題
全
集
と
と
も
に
其 

運
命
の
短
き
を
歎
じ
申
候
小
生
頭
腦
中
に
葬
ら
れ
卒
り
し
幾
多
の 

文
學
思
想
は
水
子
と
も
な
ら
で
闇
か
ら
闇
へ
行
き
可
申
候 

今
さ
ら
の
繰
り
言
は
誠
に
笑
種
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
も欝
は
ら
し
に
可
申 

上
候

小
生
須
磨
に
あ
り
し
時
も
し
み
じ
み
と
忠
告
す
る
處
あ
り
且
つ
我
が 

相
續
者
は
君
な
り
と迄
虛
子
に
明
言
い
た
し
候虚
子
も
や
、
決
心 

せ
し
が
如
く
相
見
え
申
候
小
生潜
か
に
喜
ん
で
心
に
文
學
萬歳
を 

一 

と
な
へ
ぬ
先
月
歸
京
し
て
つ
く
づ
く虚
子
の挙
動
を
見
る
又
是
舊
時
22 

の
阿
蒙
の
み
小
生
が
彼
に
忠
告
せ
し
處
は
學
問
の
二
字
に
外
な

 

一 

ら
ず
候
學
問
と
い
ふ
語
が
小
生
の
口
を
出
て虚
子
の
耳
に
入
り
し 

こ
と
數
百
度
以
上
な
る
べ
し
須
磨
に
て
の
忠
告
は
實
に
最
後
の
忠 

告
な
り
し
覺
悟
也
而
し
て虚
子
依
然
た
り
小
生呆
然
と
し
て
詠
め 

居
候

頃
日
多佗
な
り
碧
梧
は
入
社
早々

醜
聞
を
流
し
お
ま
け
に
無
學
の
評 

あ
り
新
聞
の
益
に
は
た
、
ず
小
生
は
獨
り
悶々

た
る
折
柄
歡
迎
會 

送
別
會
と
暇
な
き
を
以
て
自
分
の
仕
事
は
一歩
も
進
ま
ず
稍
氣
違
ひ 

じ
み
た
る
折
柄
最
早
堪
へ
が
た
く
相
成
り
昨
夜
寒
風凛
々
た
る
を
も 

の
と
も
せ
ず虚
子
を
訪
ひ
候
ひ
し
に虚
子
不
在
な
り
小
生
の
氣
は 

い
よ
い
よ
い
ら
ち
た
り
直
に
手
紙
を
發
し
て
今
朝来
れ
と
八
叩
ず

今
朝
起
き
て
待
て
ど
も
待
て
ど
も虚
子
來
ら
ず
け
ふ
は
や
け
に

な
っ
て
分
類
に従
事
致
居
候
へ
ど
も虚
子
の
事
の
み
氣
に
な
り
て摟
 

取
り
不
申
や
が
て虚
子
の
來
り
た
る
は
十
一
時
頃
な
り
し
な
ら
ん 

そ
れ
ょ
り
共
に
午
餐
を
た
う
べ
社
へ
は
不
參
の
趣届
置虚
子
を
携 

へ
て
道
灌
山
に
到
り
申
候
小
生
未
だ歩
行
に
馴
れ
ず
行
程
十
町 

三
四
十
分
を
費
す
や
う
^
に
茶
屋
に
腰
掛
け
て
手
詰
の
談
判
を 

は
じ
め
た
り

君
は
學
問
す
る
氣
あ
り
否
や

千
問
萬
答
終
に虚
子
は
左
の
如
く
言
ひ
き
り
候

文
學
者
ニ
ナ
リ
タ
キ
志
望
ア
リ併
シ
身
後
ノ
名
譽
ハ
勿
論
一
生
の

名
譽
ダ
ニ
望
マ
ズ

學
問
セ
ン
ト
ハ
思
ヘ
リ併
シ
ド
ウ
シ
テ
モ
學
問
ス
ル
氣
ニ
ナ
ラ
ズ 

人
ガ
野
心
名
譽
心
ヲ
目
的
ニ
シ
テ
學
問
修
業
等
ヲ
ス
ル
モ
ソ
レ
ヲ
惡 

シ
ト
ハ
思
ハ
ズ
然
レ
ド
モ
自
分
ハ
野
心
名
譽
心
ヲ
起
ス
コ
ト
ヲ
好 

マズ
つ
ま
り
ニ
百
に
し
て
つ
ぐ
め
な
ば
文
學
者
に
な
ら
ん
と
は
思
へ
ど
も 

い
や
で
い
や
で
た
ま
ら
ぬ
學
問
ま
で
し
て
文
學
者
に
な
ら
う
と
ま
で 

は
思
は
ず
と
の
答
な
り
小
生
い
ふ

ソ
レ
ナ
ラ
バ
子
ト
我
ト
到
底
其
目
的
ヲ
同
シ
ウ
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
モ
ノ 

ナ
リ

虚
子
い
ふ

厚
意
ハ
謝
ス
ル
所
ナ
リ併
シ
忠
告
ヲ
納
レ
テ
之
ヲ
實
行
ス
ル
ダ
ケ 

ノ
勇
氣
ナ
キ
ヲ
如
何
セ
ン

吁
命
脈
は
全
く
こゝ

に
絶
え
た
り虚
子
は
小
生
の
相
續
者
に
も
あ

ら
ず
小
生
は
自
ら
許
し
た
る
が
如
く虚
子
の
案内
者
に
も
あ
ら
ず 

小
生
の
文
學
は気
息
奄々

と
し
て
命
旦
夕
に
迫
れ
り
今
ょ
り
回 

顧
す
れ
ば虚
子
は
小
生
を
捨
て
ん
と
し
た
る
こ
と
度々

あ
り
し
な
ら 

ん
も
小
生
の
方
に
て
は
今
日迄
虚
子
を
捨
つ
る
能
は
ざ
り
き
親
は 

子
を
愛
せ
り
子
を
忠
告
せ
り
然
れ
ど
も
神
の
種
を
受
け
た
る
子
は 

世
間
普
通
の
親
の
忠
告
な
ど
受
く
べ
く
も
あ
ら
ず
子
は
怜
悧
也
親 

は
愚
痴
也
小
生
は
箇
程
に
ま
で
愚
痴
な
ら
ん
と
は
自
ら
知
ら
ざ
り 

き
小
生
蕭
然
と
し
て
い
ふ

忠
告
ヲ
納
レ
ズ
ト
モ
子
ハ
文
學
者
ト
ナ
ラ
ヌ
ト
ハ
限
ラ
ズ
我
モ
絶 

交
ス
ル
ト
ィ
フ
ニ
ハ
非
ズ
只
普
通
ノ
朋
友
ト
シ
テ
交
際
シ
今迄
自 

一 

ラ
許
シ
タ
ル
忠
告
ノ
權
利
及
ビ
義
務
ヲ
抛
棄
ス
べ
シ
23 

正
直
ナ
ル
者
ハ
最
後
ノ
勝
ヲ
制
ス
子
ニ
シ
テ
野
心
ナ
ク
ン
バ
却
テ 

一 

無
上
ノ
榮
譽
を
得
ン
モ
測
ラ
レ
ズ併
シ
野
心
ア
ル
者
ノ
勝
ヲ
制
ス 

ル
事
少
カ
ラ
ヌ
モ
亦
俗
世
間
の
常
態
ナ
リ
子
ニ
シ
テ
野
心
ナ
ク
ン 

'ハ
零
落
シ
テ
乞
食
非
人
ト
モ
ナ
ラ
ヌ
ト
ハ
限
り
難
シ 

然
レ
ド
モ
是
レ
不
遇
ナ
リ
世
間
ノ
惡
キ
ナ
リ
.
子
ハ
惡
キ
ニ
非
ズ 

子
ハ
何
處迄

モ
高尚
ナ
リ
我
等
ノ
及
ブ
所
ニ
非
ズ
我
ハ
飽
ク迄
 

人
物
ノ
上
ニ
於
テ
子
ヲ
崇拝
ス
假
令
我
ヲ
シ
テ
無
上
ノ
榮
譽
ヲ
得 

セ
シ
メ
子
ヲ
シ
テ
物
ノ
ア
ハ
レ
ニ
零
落
セ
シ
ム
モ
我
ハ尚
人
物
ノ
上 

ニ
於
テ
君
ヲ
崇拝
セ
ン

併
シ
我
ハ
文
學
者
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
他
日
我
力
榮
譽
ヲ
得
タ 

ル
時
ハ
是
レ
文
學
者
タ
ル
ヲ
得
シ
時
ナ
ラ
ン
其
時
ニ
子
ヲ
シ
テ
若



シ
零
落
シ
盡
サ
シ
メ
バ
胸
中
ニ
如
何
ノ
文
學
思
想
ア
ル
モ
最
早
世
上 

ノ
所
謂
文
學
者
ニ
非
ル
ナ
リ
此
時
…
…此
刹
那
…
…
子
ハ
人
物
ノ 

上
ニ
於
テ
我
ヲ
笑
ハ
ン
…
…
我
ハ
文
學
ノ
上
に
於
テ
子
ヲ
冷
笑
セ
ン 

哦
談
話
は
途
斷
え
た
り
夕
陽
う
し
ろ
の
木
の
間
に
落
ち
て
遠
村
模 

糊
の
裡
に没
し
去
り、
只晚
鴉
の
雁
群
と
前
後
し
て
上
野
に
歸
る
あ 

る
の
み

一
語
な
く
し
て
家
に
歸
る虚

子
路
ょ
り
去
る
さ
ら
で
も
遲
き歩
 

は
更
に
遲
く
な
り
ぬ
懷
手
の
まゝ

ぶ
ら
ぶ
ら
と
鶯横
町
に
來
る
時 

小
生
が
眼
中
に
は
一
点涙
を
浮
べ
ぬ
今
後虚
子
は
榮
ゆ
る
と
も
衰 

ふ
る
と
も

我
と
は
何
ら
の
關
係
も
あ
ら
ず
去
れ
ど
も涙
は
何
を
悲
し
ん
で
か 

浮
び
出
た
る
。
嗚
呼
正
直
な
る
者
は涙
也
義
理
づ
く
に
て
久
離
き 

り
た
り
と
も縄
か
け
ら
れ
る
子
が
可
愛
う
な
う
て
何
と
せ
う虚

子 

は
ど
こ迄

も
神
聖
也
此
後
ど

こ迄
も
神
聖
な
る
べ
し
彼
は
文
學 

者
と
な
る
に
は
餘
り
神
聖
過
ぎ
た
り
彼
は
終
に
文
學
者
の
材
料
と 

な
り
卒
ん
ぬ

小
生
の
文
學
は
實
を
結
ば
ず
し
て
草
頭
の
露
と
消
え
去
ら
ん虚
子 

は
終
に
小
生
を
し
て
人
物
の
上
に
崇拝
せ
し
む
べ
し虚
子
は
零
落 

す
れ
ば
す
る
程
益
神
聖
に
高尚
な
る
べ
し
小
生
は虚
子
が
益
高尚
 

に
益
神
聖
に
な
る
を
望
む
と
同
時
に
一
点
の
愁涙
は
相
浮
び
申
候 

若
し
零
落
し
て
後
神
聖
に
も
高尚
に
も
無
く
ば虚
子
は
小
生
を
し
て 

再
び
人
を
見
る
の
明
な
き
を
證
せ
し
め
た
るも
の
に
可
有
之
候
非 

風
去
り
碧
梧
去
り虚
子
亦
去
る
小
生
の
共
に
心
を
談
ず
べ
き
者
唯

貴
兄
あ
る
の
み
前
途
は
多
望
な
り
文
學
界
は
混
亂
せ
り
源
語
は

讀
了
せ
し
や
如
何
俳
句
は
出来
し
や
如
何
小説
は
如
何
過
去 

は
如
何
現
在
は
如
何
未来
は
如
何
一
滴
の
酒
も
咽
を
下
ら
ず 

一

點
の靨

も
之
を
惜
む
八
"7迄
も
必
死
な
り
さ
れ
ど
も
小
生
は
孤
立 

す
る
と
同
時
に
い
よ

'
自̂
立
の
心
つ
よ
く
な
れ
り
死
は
ま
す 

近
き
ぬ
文
學
は
や
ぅ
や
く
佳
境
に
入
り
ぬ
書
か
ん
と
欲
す 

れ
ば
紙
盡
く
喝
ッ

明
治
二
十
八
年
十
二
月 

升 

瓢
亭
兄 

几
右

虚
子
か
ら
は
十
五
日
付
で、
お詫
び
と
心
中
の
捕
捉説
明
「生
の 

我儘
は
終
に
大
兄
の铸
型
に
は
ま
る
こ
と能
は
ず
」
の
書
簡
が届
い 

て
い
る。

先
日
は
失
禮
仕
候
其
節
小
生
の
野
心
全
く
な
き様
申
し
候
ひ
し
は
ち 

と
言
ひ
す
ぎ
に
有
之
候様
覺
ぇ
申
候

い
は
ぐ
未
來
の
快
樂
と
現
在
の
快
樂
と
い
ふ
事
と
の两
者
に
あ
つ
て 

は
大
兄
は
前
者
に
重
き
を
置
き
給
ひ
小
生
は
後
者
に
重
き
を
置
く
い 

は
ぐ
度
合
ひ
の
異
な
る
も
の
か
と
愚
考
仕
候
小
生
と
て
生
存
す
る 

爲
め
に
生
活
す
る
も
の
と
い
ふ
考
は
無
論
有
之
候
事
故
全
く
現
在
の 

快
樂
に
の
み
耽
ら
ん
と
す
る
も
の
に
は
非
ず
明
日
明
後
日
の
非
運
を 

思
ひ
て
心
細
か
ら
ざ
る
に
非
ず
又
金
衣
玉
食
の
望
ま
し
か
ら
ざ
る
に 

非
ず
他
人
を
壓
伏
せ
ん
の
念
な
き
に
非
ず
他
人
を
壓
伏
す
る
は
勿
論
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生
存
せ
ん
か
爲
に
は
我
と
我
名
譽
心
を
鼓
舞
す
る
に
至
る
こ
れ
自
然

の
勢、
こ
の
邊
は
全
く
感
情
の
作
用
に
歸
す
べ
く
必
竟
何
の
理
屈
も 

無
之
事
に
御
座
候

こ
の
理
屈
に
な
ら
ぬ
理
屈
を
最
後
と
し
て
功
名
一
件
に
つ
い
て
は
こ 

の
後
何
の屁
理
屈
を
も
な
ら
ベ
申
ま
じ
く
候 

愚
考
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
よ
し
多
少
小
生
に
功
名
の
念
あ
り
と
も 

生
の
我儘
は
終
に
大
兄
の鐮
型
に
は
ま
る
こ
と
能
は
ず
我
乍
ら
殘
念 

に
存
じ
候
へ
ど
こ
の
點
に
在
つ
て
は
終
に
見
棄
て
ら
れ
ざ
る
を
得
さ 

る
も
の
と
せ
ん
方
な
く
も
明
め
申
候 

唯併
し
乍
ら
功
名
一
件
外
の
御
交
際
御教
訓
は
如
舊
飽迄
も
奉
願 

度
く
れ
^
も̂
念
し
申
候

柵
草
紙
一
件
未
た
御
問
合
被
下
候様
の
運
び
に
は
至
ら
ず
候
や
い
づ 

れ
明
後
日参
堂
御
意
得
可
申
候
也

匆
々
頓
首

明
治
路
年
じ
月
巧
日
ハ
小
石
⑴
上冨
坂
町
ニ
十
三黒
木
方
)

虚
生

大
正
四
年
一
月号

の
「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
子
規
十
三
回
忌
記
念号
で 

は、
こ
の
道
灌
山
事
件
後
に関
し
て、虚

子
が
「子
規
の
克
己
心、
人 

間
と
し
て
の
器
量
の
大
き
さ、
そ
の
後
の虚
子
と
の関
係
」
に
つ
い 

て
詳
述
し
て
い
る。

所
謂
「自
立
の
決
心
愈々

深
く
な
れ
り
」
と
言
っ
た
居
士
は
何
人

に
も
賴
む
と
こ
ろ
無
く
萬
事
を
自
己I

人
の
力
で
遣
つ
て
行
か
う
と

い
ふ
決
心
を
堅
く
し
た。
I
略
I 

も
う
道
灌
山
で
お
互
に
絶縁
を
宣
言
し
た
間
柄
の
余
に
對
し
て
居 

士
は尚
其
事
は
忘
れ
た
や
う
に
何
か
に
つ
け
て
苦
言
を
惜
ま
な
か
つ 

た。
余
を
唯
一
の
後
繼
者
と
す
る
考
は
其
時
以来
全
く
消
滅
し
た
の 

で
あ
る
が、併
し
門
下
生
の
一
人
と
し
て
出来
る
だ
け
之
を
引
き
立 

て
や
う
と
す
る
考
は
以
前
と
少
し
も
變
る
と
こ
ろ
は
無
か
つ
た。 

余
は
い
つ
も
其
事
を
思
ひ
出
す
度
に
人
の
師
と
な
り
親
分
と
な
る
上 

に
是
非
欠
く
こ
と
の
出来
ぬ
一
要
素
は
弟
子
な
り
子
分
な
り
に
對
す 

る
執
着
で
あ
る
こ
と
を
考
へ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
た
と
へ 

ば
其
は
母
が
子
を
愛
す
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
—
略
—

之
と
同
じ
事
で
人
の
師
匠
と
な
り
親
分
と
な
る
に
も
第
一
に
欠
く 

こ
と
の
出
來
ぬ
も
の
は
此
執
着
で
あ
る。

弟
子
や
子
分
は気
儘
で
あ
る、
浮気
で
あ
る。
決
し
て
師
匠
や
親
分
が 

思
つ
て
ゐ
る
半
分
の
事
も
思
つ
て
ゐ
や
し
な
い。
其
弟
子
や
子
分
の 

思
ひ
遺
り
の
無
い
我儘
な
仕
打
に
腹
を
立
て、
一々
其
に
愛
想
を
つ 

か
し
て
ゐ
た
日
に
は
一
人
は
愚
か
半
人
の
弟
子
も
其
膝
下
に
引
き
つ 

け
て
置
く
こ
と
は
出
來
無
い
の
で
あ
る
。
爲
す
あ
る
師
匠、
爲
す
あ 

る
親
分
は
其
點
に
於
て
執
着
——

愛
^

を̂
持
つ
て
を
る
。
た
と
ひ 

弟
子
や
子
分
の
方
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
も
容
易
に
其
を
逃
し
は
し 

な
い。
母
の
愛
が
子
を
抱
き
し
め
る
や
う
に
其
一
種
の
執
着
力
は
ぢ 

つ
と
弟
子
や
子
分
を
抱
き
し
め
て
ゐ
て、
た
と
ひ
も
が
き
逃
れ
よ
う 

と
し
て
も容
易
に
其
を
手
離
し
は
し
な
い。
さ
う
い
ふ
點
に
於
て
子
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規
居
士
は
十
二
分
の
執
着
—
—

愛
—
—

を
持
っ
て
ゐ
た。
た
と
ひ
門

下
生
同
志
で
互
に
他
の
惡
ロ
を
言
っ
て、
何
故
あ
ん
な
も
の
を
膝
下 

に
よ
せ
つ
け
る
の
か
と
い
ふ
風
に
其
を
排擠
す
る
こ
と
が
あ
る
と
し 

て
も、
又
さ
う
い
ふ
人
間
が
自
分
か
ら
遠
ざ
か
ら
う
と
し
て
も、
居 

士
は
假
に
も
自
分
の
門
下
生
と
な
っ
た
も
の
は
一
人
も
半
人
も
之
を 

手
離
す
に
忍
び
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
之
は
居
士
の
愛
が
深
か
っ 

た
と
も
い
へ
る
。
居
士
の
慾
が
突
張
っ
て
ゐ
た
と
も
い
へ
る
。
い
づ 

れ
に
し
て
も
見様
言様
で
あ
る。
居
士
は
嘗
て
余
等
が
自
己
の
俳
句 

を
お
ろ
そ
か
に
す
る
の
を
誡
め
て
斯
う
い
ふ
事
を
言
つ
た
こ
と
が
あ 

る。
自
分
は
た
と
ひ
ど
ん
な
詰
ま
ら
ぬ
句
で
あ
つ
て
も
一
句
で
も
其 

を
棄
て
る
に
忍
び
無
い。
如
何
な
る
惡
句
で
も
必
ず
其
を
草
稿
に
書 

き
留
め
て
置
く。
其
は
丁
度
金
を
溜
め
る
人
が
一
厘
五
厘
の
金
で
も 

決
し
て
無駄
に
は
し
な
い
と
い
ふ
の
と
同
じ
事
で
あ
る
。
僅
か
一
厘 

だ
か
ら
五
厘
だ
か
ら
と
言
っ
て
其
を
無駄
に
す
る
や
う
な
考
が
あ
っ 

た
ら
如
何
に
澤
山
の収
入
の
あ
る
も
の
で
も
金
持
に
な
る
こ
と
は
出 

來
無
い。
其
と
同
じ
事
で
'

 

た
と
ひ
如
何
に
澤
山
の
句
を
作
る
人
で 

も、
其
句
を
粗
略
に
し
て
書
き
と
め
て
置
か
な
い
や
う
な
人
は迚
て 

も
一
流
の
作
者
に
は
な
れ
な
い。
さ
う
い
ふ
點
に
於
て
私
は
慾
張
り 

で
あ
る
と。即
ち
此
意
味
に
於
て
居
士
は
慾
張
り
で
あ
っ
た。
執
着 

心
が
あ
つ
た。
愛
が
あ
つ
た。

「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
子
規
十
三
回
忌
記
念号

四
高
濱虚

子 

居
士
の
例
の
執
着
は
こ、
に
も
頭
を
も
た
げ
て
來
て、
容
易
に
極
堂 

君
を
し
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
か
ら
手
を
引
か
さ
し
め
な
か
つ
た。
其
處
で

極
堂
君
は
翌
年
の
夏
頃迄
兎
に
角
續
刊
し
て来
た
の
で
あ
つ
た
が、

其
が
三
十
一
年
の
十
月
か
ら
余
の
手
に
渡
つ
て
東
京
に
移
さ
る、
こ 

と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
が
余
の
手
に
渡
つ
て
か
ら
居
士
と
余
の
關
係
は
又ー
變 

し
た。
道
灌
山
で
一
度
破
れ
た
特
別
の
關
係
が
違
っ
た
形
で
結
ば
れ 

る
こ
と
に
な
つ
た。

「ホ
ト
ト
ギ
ス
」
子
規
十
三
回
忌
記
念号

四
高
濱
虛
子

ま
た
「俳
句
の
五
十
年
」
(
蹈
和
17
年
刊
)

で
は、
道
灌
山
へ
の
道 

中
の様
子、
子
規
の虚
子
に対
す
る
期
待、
そ
れ
に対
す
る虚
子
の 

内
奥
、
子
規
と虚
子
と
の
血
肉
を
分
け
た
親
子
の
情
に
も
似
た厳
し 

一
 

い関
係
を
彷
彿
さ
せ
る
の
で
あ
る。
次
に挙
げ
る
。
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そ
の
年
の
十
二
月
で
あ
り
ま
し
た
が
'

 

子
規
が
私
に
來
て
く
れ
と 

い
ふ
手
紙
が
來
ま
し
た
の
で、
行
つ
て
み
ま
す
と、
子
規
は
私
を
伴 

つ
て
道
灌
山
ま
で
散歩
に
出
か
け
ま
し
た。
散歩
と
い
つ
て
も、
子 

規
の
腰
の
痛
み
は
治
ら
な
か
つ
た
の
で、
杖
に
鎚
つ
て歩
い
た
の
で 

あ
り
ま
す
が、
そ
の
時
分
の
道
灌
山
と
い
ふ
の
は、
櫻
の
林
が
あ
り 

ま
し
て、
そ
の
櫻
と
い
ふ
の
も
、
冬
で
あ
り
ま
し
た
か
ら、
全
體
古 

木
に
な
つ
て、
僅
に
そ
こ
に
一
軒
の
茶
店
が
あ
り
ま
し
た
の
で、
そ 

の
茶
店
に
休
ん
で
茶
を
飮
み
な
が
ら、
子
規
は
又
改
ま
っ
た
調
子
で、 

私
に
そ
の
後
の様
子
を
訊
く
の
で
あ
り
ま
し
た。

私
は、
格
別
こ
れ
と
い
つ
て
纏
ま
つ
た研
究
を
す
る
で
も
無
く、

又、
纏
ま
っ
た
讀
書
を
す
る
で
も
な
く、
ぽ
ん
や
り
日
を
過
し
て
ゐ

る
と
い
ふ
事
を
述
べ
ま
し
た。

子
規
は
「そ
れ
で
は
い
か
ん
で
は
な
い
か。」
と
い
っ
て
に
が
 ̂

し
い
顔
を
し
ま
し
た。
子
規
の
身
に
な
つ
て
み
る
と、
自
分
の
後
繼 

者
と
心
に
定
め
た
も
の
が、
ぼ
ん
や
り
し
て
日
を
暮
し
て
ゐ
る
事
は 

見
る
に
忍
び
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
の
で
あ
り
ま
せ
う。
殊
に
自
分
の 

死
期
が
迫
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
を
自
覺
し
て
ゐ
る
子
規
に
と
っ
て
は、 

一
日
を
空
し
く
す
ご
す
と
い
ふ
事
は、
大
變
な
怠
慢
の
や
う
な
感
じ 

が
し
て
ゐ
た
の
で
あ
り
ま
せ
う
。

一
問
一
答
を
し
て
ゐ
る
う
ち
に、
子
規
の
方
も
多
少
激
し
て
く
れ 

ば、
私
の
方
も
激
し
て
く
る
と
い
っ
た
や
う
な
有様
で、
私
は、
子 

規
の
要
求
す
る
や
う
に
は
と
て
も
自
分
は
な
れ
な
い
と
い
ふ
寧
を
斷 

言
す
る
や
う
に
な
り
ま
し
た。

お
そ
ら
く
子
規
も、
そ
れ
ま
で
追
ひ
っ
め
る
っ
も
り
で
は
な
か
つ 

た
の
で
あ
り
ま
せ
う
が、
い
き
ほ
ひ
の
赴
く
と
こ
ろ、
遂
に
そ
ん
な 

破
目
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た。

私
も、
後
繼
者
と
い
ふ
の
は
自
分
に
は
重
荷
だ
と
竊
か
に
考
へ
な 

い
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
て、曩
き
に
は
辭
退
し
か
ね
て一 

應
は
承
諾
し
た
も
の
の
、
子
規
の
委
囑
に
背
く
と
い
ふ
事
は
大
變
苦 

痛
で
は
あ
り
ま
し
た
が、
こ
の
際
そ
の
窮
屈
な
繩
を
解
い
て
貰
ひ
た 

い
と
い
ふ
や
う
な
考
へ
も
な
い
で
は
な
く、
遂
に
保
養
院
で
の
委
囑 

を
辭
退
す
る
事
に
し
ま
し
た。辭
退
す
る
と
い
つ
た
と
こ
ろ
で、
た
ぐ 

後
繼
者
と
い
ふ
名
前
を
辭
退
し
た
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
て、
そ
の
實、

子
規
の
仕
事
を
繼
承
し
て
や
つ
て
い
く
と
い
ふ
事
の
上
に
は、
異
存

は
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
し
た。

此
時
は
已
に
私
も
俳
句
の
方
面
の
仕
事
を
や
つ
て
ゆ
く
可
く
運
命 

づ
け
ら
れ
て
ゐ
た
と
い
つ
て
も
い、
の
で
あ
り
ま
し
た。
た
ぐ、
際 

立
つ
た
後
繼
者
と
い
ふ
や
う
な
看
板
だ
け
を
取
つ
て
貰
ふ
方
が、
束 

縛
さ
れ
ず、
氣
樂
で
良
い
と
い
つ
た
や
う
な
考
が
あ
つ
た
の
で
あ
り 

ま
す
。

子
規
も
若
し
從
軍
し
大
喀
血
を
す
る
と
い
ふ
や
う
な
不
幸
な
目
に 

逢
は
な
か
っ
た
ら、
も
少
し
健
康
人
同様
の
生
活
を
持
續
し
て
行
く 

こ
と
が
出
來
た
も
の
と
考
へ
ま
す。
以
前
は、
た
と
ひ
數
年
前
喀
血 

し
た
こ
と
が既
に
あ
つ
た
と
は
い
へ、
新
聞
人
と
し
て
も
相
當
に
活 

一 

動
す
る
こ
と
が
出来
た
位
で
あ
り
ま
し
た
が、
此
の
大
喀
血
後
は
終
27 

に
腰
痛
を
覺
ぇ
は
じ
め
四
六
時
中
病
床
の
人
と
な
り、
陰
森
な
生
活 

一 

を
送
る
や
う
に
な
り
ま
し
た。
の
み
な
ら
ず
子
規
の
瓢
亭
に
當
て
た 

手
紙
に
も
あ
る
や
う
に、
私
が
後
18
者
を
辭
退
し
て
か
ら
は
'

 

誰
を 

も
賴
ま
ず、
自
分
一
人
の
力
を頼
み、
殊
に
其
命
の
短
い
こ
と
を
思 

ふ
と、
一
分
間
も
無駄
に
使
ふ
こ
と
が
惜
し
く、
其
勉強
は
今迄
に 

も増
し
て
旺
盛
に
な
つ
て
來
ま
し
た。
從
っ
て
他
の
も
の
が、
ぶ
ら 

；
^
と、
日
を
暮
ら
し
て
ゐ
る
の
を
見
る
と歯
痒
く
て
仕
方
が
な
く、

其
も
の
が
親
し
い
も
の
で
あ
れ
ば
あ
る
程、
之
を
氣
に
病
み、
其
怠 

慢
を
責
め
ま
し
た。

私
は
又
極
め
て
暢
氣
で
あ
り
ま
し
て、
唯
な
る
や
う
に
な
る
の
だ 

と
い
ふ
考
へ
か
ら
'

 

別
に
急
ぐ
氣
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た。
子
規



は、
私
が
餘
り
暢
氣
で
あ
る
の
で、
そ
ん
な
風
だ
と、
自
分
が
死
ん

だ
後、
自
分
の
墓
に来
て、
首
で
も
く
、
つ
て
死
ぬ
る
の
が
落
ち
で 

あ
ら
う
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を、
瓢
亭
へ
の
手
紙
に
い
つ
て
ゐ
ま
す 

が、
眞
逆
そ
ん
な
で
も
な
か
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

尤
も
こ
れ
か
ら
さ
き、
ど
ん
な
こ
と
に
な
つ
て、
子
規
の
墓
に
行 

つ
て
首
を
く、
る
や
う
に
な
る
か
そ
れ
は
分
り
ま
せ
ん。

『俳
句
の
五
十
年
』
中
央
公
論
社
昭
和
17,
12.
25
刊高

濱虚
子

お
ゎ
り
に

周囲
の
反対
を
押
し
て、
病
弱
の
身
を
持
っ
て従
軍
記
者
と
し
て 

清
国
へ
赴
く
こ
と
を
切
望
し、
許
可
さ
れ
る
と、
「生来
稀
有
之
恢 

事
」
と
言
い、

「小
生
今迄
に
尤
も
嬉
し
き
も
の
初
め
て
東
京
へ
出発
と
定
ま 

り
し
時
初
め
て従
軍
と
定
ま
り
し
時
の
二
度
に
候
」

と
喜
び
を
表
し、
勇
躍
出
征
し
た
も
の
の、
貴
重
な体
験
と
引
き
換 

え
に
病状
の悪
化、
喀
血
激
し
く帰
国
す
る
や
否
や
神戸
病
院
に
入 

院
加
療。
想
像
を
絶
す
る
苦
難
を経
験
を
し
な
が
ら
も、
三
十
三
日 

間
の
「陣
中
日
記
」
を
初
め、
「病谏
日
誌
」
を残
し
て
い
る
こ
と 

に
ま
ず
驚
嘆
の
念
を
禁
じ
得
な
い。
子
規
の
子
規
た
る
由縁
で
あ
ろ 

う
。道

灌
山
で
の
後継
者
問
題
に
つ
い
て
の虚
子
と
の
や
り
取
り
を
通 

し
て
二
人
の
間
に
通
う強
い
信頼
の
絆
は
肉
親
の
情
に
勝
る
根
太
い

も
の
を
感
じ
取
る
。虚
子
は
「大
兄
の錬
型
に
は
ま
る
こ
と能
は
ず
」 

と
反発
し
な
が
ら
も、
「母
の
愛
が
子
を
抱
き
し
め
る
や
う
に
其
一
種 

の
執
着
力
は
ぢ
つ
と
弟
子
や
子
分
を
抱
き
し
め
て
ゐ
て、
た
と
ひ
も 

が
き
逃
れ
よ
う
と
し
て
も容
易
に
其
を
手
離
し
は
し
な
い。
さ
う
い 

ふ
點
に
於
て
子
規
居
士
は
十
二
分
の
執
着
—

愛
—

を
持
っ
て
い
た。」 

と
述懐
し
て
い
る。

子
規
は
瓢
亭
へ
の
書
簡
の
中
で
「義
理
づ
く
に
て
久
離
切
り
た
り 

と
も縄
か
け
ら
れ
る
子
が
可
愛
う
な
う
て
何
と
せ
う
」
と
言
い、
「小 

生
は
孤
立
す
る
と
同
時
に
自
立
の
心
つ
よ
く
な
れ
り
」
と
自
戒
し
て 

い
る。

参
考
資
料

書 

名

著
者
(代
表
)

23567

子
規
全
集 

正
岡
子
規

俳
誌
『ホ
ト
ト
ギ
ス
』 

高
濱
虛
子 

子
規
.
遼
東
半
島
の
三
三
日池内

央

俳
句
の
五
十
年 

友
人
子
規 

子
規
を
語
る

高
濱虚
子 

柳
原
極
堂 

河
東
碧
梧
桐

子
規
の従
軍関
係
新
資
料
と
私 

海
老
原

障

発

行
所
 

講
談
社 

ホ
ト
ト
ギ
ス
社

短
歌
新
聞
社

中
央
公
論
社 

博
文
堂
書
房 

汎
文
社

講
談
社
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(平
成
二
十
九
年
三
月
例会
講
演
本会
会
員
)

子規の新体
詩

今
村
 

威

『子
規
事
典
』
編
纂
の
過
程
で、
新体
詩
を担
当
す
る
こ
と
に
な
っ 

た。
あ
ら
た
め
て
子
規
の
新体
詩
を読
ん
で
み
る
と、
こ
の
分
野
で 

も
子
規
は、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「詩
」
を
探
求
し、
さ
ま 

ざ
ま
な
試
み
を
し
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
他
の
分
野
と
同様
に
「温 

故
知
新
」
で
貫
か
れ、
今
ま
で
の
日
本
の
詩
歌
の伝
統
を
否
定
し
ょ 

ぅ
と
する
時
流
に
流
さ
れ
る
こ
と
はな
か
っ
た。
子
規
が
今
日
か
ら 

見
れ
ば、
幾
多
の
魅
力
的
な
作
品
を
創
作
し
な
が
ら、
日
本
文学
史 

上
に
お
い
て、
新体
詩
人
と
し
て
名
を残
さ
な
か
っ
た
原
因
も
こ
こ 

に
あ
る。

I

、
新体

詩
の
誕
生
と
子
規

明
治
十
五
年
(

一
八
八
ニ
)

に、
外
山
正
一、
井
上
哲
次
郎
'

 

谷 

田
部
良
吉
の
共
著
で
刊
行
さ
れ
た
『新体
詩
抄
』
は、
短
歌
俳
句
と 

い
っ
た
日
本
の伝
統
的
短
詩
型
詩
歌
を、
近
代
に
は
不
向
き
な
も
の 

と断
定
し、
「西
洋
詩
の
模
做
」
を
モ
ッ
トー
に、
飜訳
詩
一
四
編、 

創
作
詩
五
編
を発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。発
想
も
用
語
も
和
歌
風
で 

あ
る
と
の
批
判
も
大
き
か
っ
た
が、
日
本
近
代
詩
の
先
齪
け
と
し
て 

の
功
績
は
大
き
い。
以
後
新体
詩
の
詩
型
は、
文
語
定
型
詩
で
あ
る
。

子
規
は
こ
の
『新体
詩
抄
一
を
批
判
し、
「文
界
八
つ
あ
た
り
」
の

「(
三
)

新体
詩
」
で
次
の様
に
述
べ
て
い
る。

「而
し
て
之
を
唱
導
せ
し
は既
に
十
年
の
前、
山
(ち
ゅ
ざ
ん.外 

山
正
ニ
巽
軒
(そ
ん
け
ん
.

井
上
哲
次
郎
)
先
輩
が
新体
詩
抄
な 

る
書
を
著
は
し
て
世
に
公
に
せ
し
の
時
に
あ
り。
(
中
略
)而
し
て
未 

だ数
年
を経
過
せ
ざ
る
の
今
日
彼
等
が
千歳
不
朽
に伝
へ
ん
と
誇
言 

せ
し数
十
篇
の
新体
詩
は尽
く
雲
散
霧
消
し
て
復
昔
日
の
拍
手
喝 

采
の
訝
を
も
留
め
ざ
る
に
至
れ
り
。
無残
ッ
新体
詩
家
は
斃
れ
た
り， 

(
中
略
)若
し
今
後
新
詩
人
の
出
づ
る
者
あ
ら
ば
其
人
が
詩
人
た
る
の 

性
質
を帯
び
ざ
る
ベ
か
ら
ざ
る
は
言
ふ迄
も
無
き
事
に
し
て従
っ
て 

高尚
脱
俗
の
詩
想
を
有
せ
ざ
る
ベ
か
ら
ず
」

そ
し
て
子
規
は
新体
詩
第
一号
と
し
て
「時
鳥
」
(
西
詩
飜訳
)
を 

発
表
す
る。

時 

鳥
(
西
詩
飜訳
)

面
白
や
春
た
ち
か
へ
る 

若緑
杜
の
こ
ず糸
を 

我
が
宿
と
と
び
か
ふ
な
れ
は 

佐
保姫
の
音
づ
れ伝
ふ 

使
ひ
な
る
ら
ん

若
草
の
も
え
い
で
そ
め
て 

な
の声
を
聞
く
も
ぅ
れ
し
や

- 29-



め
づ
ら
し
き
ま
ろ
ぅ
ど
き
ま
せ

な
と
共
に
祝
ひ
め
で
ば
や 

の
ど
か
な
る
春

書
ま
ね
ぶ
わ
ら
ん
ベ
だ
ち
が 

お
ひ
し
げ
る
社
の
下
道 

た
ど
り
き
て
す
み
れ
つ
み
つ
つ 

な
の
歌
を
聞
き
て
し
ら
べ
を 

ま
ね
ぶ
な
る
べ
し

豆
の
花
開
く
頃
し
も 

足
引
き
の
山
路
は
る
か
に 

谷
の戸
を
い
で
て
ぞ
な
の
る 

な
れ
こ
そ
は
一声
た
か
く 

春
を
つ
ぐ
ら
め

ぅ
つ
く
し
く
め
づ
べ
き
鳥
や

な
の
家
は
い
つ
も
み
ど
り
に 

汝
の
空
は
い
つ
も
の
ど
か
に 

汝
の
歌
は声
も
か
ほ
り
て 

い
と
ど
た
へ
な
り

我
も
亦
つ
ば
さ
あ
り
せ
ば

な
と
共
に
と
び
や
め
ぐ
ら
ん

年毎
に
春
を
尋
ね
て 

佐
保姫
と
長
き
友
垣 

契
り
お
か
ま
し

(明
治
ニー
年
，
竹
の
里
歌
) 

「子
規
全
集
第
八
卷
漢
詩
新体
詩」
三六
三べー
ジ 

永
ら
く
こ
の
原
詩
は
不
明
で
あ
っ
た
が、
ニ
〇
一
七
年
四
月
四
日 

の
「愛
媛
新
聞
」
に、
田
村
七
重
氏
が、
こ
れ
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド 

の
詩
人
ジ
ョ
ン
‘ロー
ガ
ン
の
「8
〇
1
^
2
0
1；穴
〇〇」
(カ
ッ
コ 

ウ
に
寄
せ
て
)
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た。
四、 

五
節
を
原
詩
と
比
較
し
て
み
る
と、
(訳
は
田
村
七
重
氏
)

1
^6
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新
た
な
る
春
の
訪
れ
告
げ
る
な
り

子
規
は
直訳
で
な
く、
「か
っ
こ
ぅ
」
を
「時
鳥
」
に、
「桜
草
」
を 

「堇
」
に
と、
日
本
人
の
感覚
に
親
し
い
も
の
に変
え
た
ほ
か、
雅
語 

を
用
い
枕
詞
ま
で
使
っ
て、
日
本
の
春
の
雰囲
気
を醸
し
出
し
て
い 

る。
七
五
調
の
詩
が
多
い
時
勢
に
反
し
て、
各
節
に
「万
葉
集
」
の 

長
歌
の
調
べ
(
五
七
調
)

を
用
い
て
い
る
の
は、
か
え
っ
て
新
鮮
で 

あ
る
。明

治
二
十
ニ
年
(

一
八
八
九
)
森
鷗
外
が
中
心
と
な
っ
て発
表
し 

た訳

詩
集
『於
母
影
』
が、
沈滞
気
味
で
あ
っ
た
新体
詩
壇
に
新
風 

を
吹
き込
ん
だ
が、
そ
れ
ょ
り
一
年
前
に、
優
雅
な
春
の
情
景
を叙
 

情
豊
か
に訳
出
し
て
い
る
子
規
の
先
見
性
や独
自
性
に
驚
か
さ
れ
る
。

『於
母
蔭
』
は、
西
洋
浪
漫
詩
の叙
情
を、
若
い
詩
人
た
ち
に
浸
透 

さ
せ、
多
く
の
新体
詩
人
を
生
ん
だ
。
そ
の
頂
点
を
な
す
も
の
が
島 

崎
藤
村
の
『若
菜
集
』
(
明
治
三
十
年
)

で
あ
る。
子
規
は
こ
れ
を読
 

ん
で、
次
の様
に
論
ず
る
。

若
菜
集
の
詩
と画
 

升

新体
詩
を真
面
目
に
作
る
者
は
藤
村
な
り。
新体
詩
の
詩
想
に
俗 

気
を脱
し
た
る
者
は
藤
村
な
り。
新体
詩
の
字
句
の
散
文
的
な
ら
ざ

る
者
は
藤
村
な
り。
若
菜
集収
む
る
所
長
短数
十
篇尽
く清
楚
哀
婉

紅涙
迸
り
熱
血
湧
く
底
の
文
字
な
ら
ざ
る
は
無
し。
其
の
句
法
曲
折 

あ
り変
化
あ
り
波
瀾
あ
り
時
に
奇
句
警
句
を
見
る
。
吾
望
を
藤
村
に 

属
す。
然
れ
ど
も
望
を属
す
る
こ
と多
け
れ
ば
責
む
る
所
多
か
ら
ざ 

る
を
得
ず。
藤
村
吾
言
を聴
く
や
否
や。

藤
村
の
詩
皆叙
情
的
な
り。叙
情
或
い
は
詩
の
本
意
な
ら
ん。
但 

し叙
景叙
事
を仮
ら
ざ
る
抒
情
詩
は変
化
少
な
し。
蓋
し
若
菜
集
第 

一巻
二
百
頁
人
を
し
て読
ま
ん
と
し
て読
み
了
ら
し
め
ざ
る
者
此
に 

因
る
か。恋
の
多
き
春
の
多
き
霞
の
多
き
鶯
の
多
き
め
め
し
き
悲
嘆 

の声
多
き、
其
の
多
き
は
咎
む
る
所
に
非
ざ
れ
ど
一様
の恋
一様
の 

舂
一様
の
悲
歎
多
き
を
奈
何
せ
ん。
(後
略
)

(
明
治
三
〇
年
.

「日
本
附録
週
報
)
 

「子
規
全
集
第
一
四巻

評
論
日
記
」
一
九
九
ぺー
ジ 

明
治
二
十
九
年
九
月、
佐
佐
木
信
綱、与
謝
野鉄
幹
ら
が発
起
人 

と
な
っ
て発

足
し
た
「新体
詩会
」
に、
子
規
も参
加
し
て
い
る
。 

し
か
し
新体
詩
壇
全体
に
つ
い
て
は、
散
文
的
な
作
品
が
多
い
こ
と、 

叙
情
詩
に
傾
き、叙
事
詩
が
少
な
い
こ
と
に
'

 

物
足
り
な
さ
を
感
じ 

て
い
る。
そ
し
て
自
ら
も
作
詩
を
試
み、
そ
の
多
く
は
『竹
の
里
歌
』 

に収
め
ら
れ
た。
明
治
二
十
一
年
の
西
詩
飜訳

「時
鳥；

カ
ツ
クー
こ 

を
初
め
と
し
て、
明
治
二
十
三
年
0

編、
二
十
四
年
ニ
編、
二
十
八 

年
一
綴、
二
十
九
年
ニ
七
編、
明
治
三
十
年
四
八
編、
明
治
三
十
一 

年
七
編、
明
治
三
十
ニ
年
ニ
編、
明
治
三
十
四
年
ニ
編、
年
不
詳
四 

編
、
計
九
八
編
を
作
っ
て
い
る
。
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叙
事
詩
の
例

「音
頭
の瀬
戸
」

竹
の
里
人
の
名
で、
「日
本
人
」
第
二
八号
(
明
治
二
十
九
.
十
.
五
)
 

に発
表
さ
れ
た。広
島県
の
宇
品
港
か
ら、
海
の
難
所
で
知
ら
れ
る 

音
頭
の瀬
戸
を
通
っ
て、
故郷
の
松
山
三
津
浜
港
ま
で
の
船
旅
を
歌 

ぅ
。
一
節
は
七
五
調
五
行
か
ら
な
り、
全
部
で
一
七
節
の
長
詩
で
あ 

る。
最
初
の
六
節
は
'

 

平清
盛
の
故
事
を
中
心
に、
音
頭
の瀬
戸
の 

地
理歴
史
を、
音
頭
の瀬
戸
の実
景
を
含
め
て
述
べ
る叙
事
的
な
部 

分
で
あ
る
。
第
七
節
か
ら
の
十
節
は、
八
月
の
海
の
天
候
急変
に
ょ 

る、
遭
難
寸
前
の
船内
の
危
機
感
を
詠
む。
第
十
節
で
は
嵐
の
海
の 

情
景
を
大
入
道
の
出
現
に
喩
え
る
な
ど、
多
分
に
幻
想
的
空
想
的
で 

あ
り、
こ
の
部
分
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
思
わ
れ
る
。
最
後
の
一
七
節 

は、
嵐
を乗
り
切
っ
て、
全
員
無
事
三
津
浜
港
に
到
着
し
た
喜
び
を 

詠
む
。
子
規
は
明
治
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日、
宇
品
を発
っ
て
三 

津
浜
に
向
か
っ
て
い
る
が、
松
山
到
着
を
知
ら
せ
る
二
十
五
日
付
け 

河
東
碧
梧
桐
宛
の
葉
書
に
は、
「広
島
を経
て
昨
夜
三
津
着
今
朝
松 

山
へ乗
り
こ
み
申
候
」
と
あ
っ
て、
遭
難
の
こ
と
は
一
切
書
か
れ
て 

、
な、
0音

頭
の瀬
戸
 

竹
の
里
人 

宇
品
の
港
船
出
し
て 

四国
に
渡
る
通
ひ
路
の 

呉
、
江
田
島
と
打
ち
過
ぎ
て、

波
も
靜
か
に
風
も
な
く

音
頭
の瀬
戸
に
か、
り
け
り
。

両
岸
迫
り
て
海狭
く、

崖
高
ぅ
し
て
松
疎
な
り
。

響
灘
ょ
り
押
し来
る 

潮
の
流
れ
急
に
し
て 

少
し
も
船
は
進
み
得
ず。

昔
入
道
相国
の 

入
日
を
返
す
い
き
ほ
ひ
は、

山
を
つ
ん
ざ
き
島
を断
ち 

人
の
力
に
此瀬
戸
を 

忽
ち
に
し
て
切
り
開
く。

切
っ
て
落
と
せ
ば
安
芸
の
海

伊
予
の
海
へ
と続
き
つ
つ

難
波
に
上
り
西国
に

下
る
小
舟
も
大
船
も

こ
こ
を
過
ぎ
ぬ
は
な
か
り
け
り
(以
下
略
)

(
「竹
の
里
歌
」
「日
本
人
」
.

明
治
ニ
九
年
)
 

「全
集
第
八
卷
漢
詩
新体

詩
」
四
〇
四
ぺー
ジ 

叙
事
的
抒
情
詩
の
例 

「父
の
墓
」

「日
本
人
」
第
二
五号
(
明
治
二
十
九
.
八
二
一
十
)
に発
表
さ
れ 

た。
明
治
二
十
八
年
子
規
は、従
軍
記
者
と
し
て
の
職
務
を
終
え
て 

帰
国
の
途
次
大
喀
血
し
て
'

 

神戸
や
須
磨
で
療
養
す
る
。
八
月
小
康 

を
得
て
松
山
に帰
省
し
た
が、
十
月帰
京
す
る
に当
た
り、
法
龍
寺 

見
性
院
の
父
の
墓
に
詣
で
て
い
る
。
そ
の
時
の
思
い
を
詠
ん
だ
長
詩 

で
あ
る。
全
四
節
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が、
各
節
は
七
五
調
一
六
行 

か
ら
な
る
。
さ
ら
に
一
六
行
は、
四
行
ず
つ
の
四
部
か
ら
で
き
て
い 

て、
緻
密
に
構
成
さ
れ
た
詩
で
あ
る
。
第
一
節
は、
墓
地
を鉄
道
が 

横
切
る
激変
へ
の
驚
き、
父
の
墓
の
ひ
ど
い
荒
れ様
、
側
の畠
か
ら 

伸
び
た
粟
の穂
が、
石
鎚
お
ろ
し
に
墓
に触
れ
よ
ぅ
と
す
る
の
を
見 

て
の、
胸
の
つ
ぶ
れ
る
思
い、
藪
蚊
に
刺
さ
れ
な
が
ら、
急
い
で
草 

を
む
し
る様
が
詠
ま
れ
る
。
第
二
節
は、
父
の
墓
前
に
水
を
手
向
け、 

涙
を
流
し、
幼
時
祖
母
に教
え
ら
れ
た経
を
唱
え
る
と
'

 

そ
の
時
か 

ら
ニ
四
年
の
間
梢
を
鳴
ら
し続
け
た
秋
風
の
音
に、
故郷
を
離
れ
て 

い
る
故
と
は
い
い
な
が
ら、
先
祖
祭
り
も
ま
ま
な
ら
な
い
悲
し
み
を 

「父
上
許
し
た
ま
ひ
て
よ
。
わ
れ
は
不
孝
の
子
な
り
け
り。」
と
吐
露 

す
る
。
第
三
節
は、
家
名
を挙
げ
よ
ぅ
と
’勉学
に励
ん
だ
こ
と
も 

未
だ
成
果
を
見
ず、
母
親
へ
の
孝
養
も
不
十
分
で
あ
り、
病気
に
冒 

さ
れ
て、
療
養
の
身
と
な
つ
て
は、
未来
に
大
事
を為
す
こ
と
も覚
 

束
な
く、
ふ
た
た
び
故郷
を
去
れ
ば、
再
び
こ
こ
を
訪
れ
る
こ
と
も 

出来
ま
い
と、
絶
望
の
思
い
を
述
べ
る
。
第
四
節
は、
自
分
が
去
つ 

て
後
の
墓
の
荒廃
を
案
じ、帰
京
す
れ
ば
こ
れ
が
父
と
の
今
生
の
別 

れ
に
な
る
か
知
れ
ぬ
と
告
げ、
「父
上
許
し
た
ま
ひ
て
よ。
我
は
不
孝

の
子
な
り
け
り。」
の
言
葉
を
繰
り
返
し
て
終
わ
る。
押
韻
に
も
配
慮 

し
て
い
て、
各
節
四
行
目
ご
と
に
音
を揃
え
て
い
る
。
第
一
節
は
ゥ 

列
音、
第
二、
三、
四
節
は
ィ
列
音
で
あ
る
。

父
の
墓 

竹
の
里
人

一

父
の
御
墓
に
詣
で
ん
と 

末広
町
に来
て
見
れ
ば 

鉄
軌
寺内
を
よ
こ
き
り
て 

墓
場
に
近
く
汽
車
走
る
。

石
塔
倒
れ
花
凋
む 

露
の
小
道
の奥
深
く 

小篑
ま
じ
り
の
草
の
中
に 

荒
れ
て
御
墓
ぞ
立
ち
た
ま
ふ。

見
れ
ば囲
い
の
垣
破
れ
て 

一歩
の
外
は畠
な
り。

石鉄
凰来
る
な
へ
に 

粟穂
御
墓
に触
れ
ん
と
す。

胸
つ
ぶ
れ
つ
つ、
見
る
か
ら
に、

あ
わ
て
て
草
を
む
し
り
取
る

わ
が
手
の
上
に
頰
の
上
に 

飢
免
た
る
藪
蚊
群
れ
て
刺
す
。

一

榕
を
手
向
け
水
を
手
向
け
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合
掌
し
て
ぞ
か―

^こ
ま
る。

涙
こ
ぼ
れ
ぬ、
父
上
と 

我
を
隔
つ
る
其
土
に 

い
と
け
な
き
時
婆々

君
に 

此
御
墓
前
に
て
習
ひ
た
る 

念仏
一
遍
そ
の
如
く 

し
づ
か
に
唱
へ
終
り
た
り。

人
に
つ
れ
ら
れ
詣
で来
に
し 

昔覚
ぇ
て、
墓
の
木
に 

二
十
四
年
の
秋
の
風 

木
末
動
か
す
音
悲
し
。

旅
に
住
む
身
は
年々

の 

祭
も
心
の
ま
ま
な
ら
ず
。

父
上
許
し
た
ま
ひ
て
よ
。

わ
れ
は
不
孝
の
子
な
り
け
り
。
(以
下
略
)

事
詩
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

明
治
二
十
九
年 

子
規
子 

0

板
伯
入
閣 

自
由
よ
。
汝
は
も
ろ
と
も
に 

轤
軻
不
遇
の
は
た
年
を 

過
ご
せ
し
友
を
失
ひ
き
。

偽
り
多
き
其
友
は 

汝
を
欺
き
束
縛
の 

奴隸
と
汝
は売
ら
れ
け
り。

あ
は
れ
よ
自
由。
し
か
は
あ
れ 

安
か
れ。
汝
を繋
ぎ
た
る 

鉄
の
鎖
は
誠
あ
る 

神
に
解
か
れ
ん。国
民
は 

汝
を
助
け
ん。
あ
あ
自
由。

鴉
の
頭
白
く
な
る 

日
を
た
の
む
と
も
中々

に 

頼
む
べ
か
ら
ず
英
雄
は。

花
守
の
花
に
背
き
し
恨
み
か
な 

〇
三
陸
海
嘯 

太
平
洋
の
水
湧
き
て 

奥
の
浜辺
を
洗
ひ
去
る 

あ
は
れ
は
親
も
子
も
死
ん
で 

屍
も
家
も
村
も
無
し。

「子
規
全
集
第
八
卷
漢
詩
新体

詩
」
三
七
九
ぺー
ジ。

ニ、
子
規
の
新体

詩
の
特徴

新体
詩
の
特徴

の
第
一
は、
明
治
三
十
年
に発

表
し
た
「明
治 

二
十
九
年
」
が、
明
治
ニ
九
年
に
起
き
た
ニ
ュー
ス
を
「三
浦
出
獄
」 

「政党
合
同
」
「朝
鮮
紛
乳
」
「従
軍
記
章
」
「板
垣
入
闇
」
な
ど
ニー
編 

の
時
局
を
素
材
に
し
た叙
事
詩
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、叙

人
す
が
る
屋
根
は
浮
洲
の
た
ぐ
ひ
か
な

(
「日
本
」
.

明
治
三
〇
年
)
 

「子
規
全
集
第
八
卷
漢
詩
新体

詩
」
四
五
五
べー
ジ 

子
規
の
新体
詩
の
特徴
の
第
二
は、
押
韻
の
試
み
が
行
わ
れ
て
い 

る
こ
と
に
あ
る。
三
十
年
の
「老嫗
某
の
墓
に
詣
づ
」
で
は、
ニ
行 

ご
と
に
同
音
で
韻
を
踏
ま
せ
て
い
る
。

老嫗
某
の
墓
に
詣
づ 

竹
の
里
人 

わ
れ
幼
く
て
恩
受
け
し 

姥
の
な
ご
り
の
墓
じ
る
し、

せ
め
て
は
水
を
手
向
け
ん
と 

行
く
や、
湯
月
の
村
の
外。

昔
迪
り
し
田
の
小
道、

寺
を
廻
り
て
埋
葬
地、

三
年
過
ぐ
れ
ば
こ
は
如
何
に、

墓満
ち満
ち
ぬ、
尾
に
谷
に。
(以
下
略
)

(
「日
本
人
」
明
治
三
〇
年
)
 

「子
規
全
集
第
八
卷
漢
詩
新体

詩
」
四
八
五
べー
ジ 

子
規
は
押
韻
の
た
め
に、
『韻
さ
ぐ
り
』
(「全
集
第
二
十巻
研
究
編 

著
」
に
所
載、国
語学
者
山
田
忠
雄
が
「語
末辞
書
」
と
呼
ん
だ
ょ 

う
に、
同
音
で
終
わ
る単
語
集
)

を
編
纂
す
る
ほ
ど、
情
熱
を
傾
け 

て
い
る。韻

さ
ぐ
り 

あ

鴉
力
ア
寒
鴉
鳴
蛙

亜
細亜 

太阿
哑

盲
哑

ノ
ア 

白亜塗鵃
 

纟
 

ヒア
''

^
 

洒
~

^

ぁ
ぁ
(嗚呼)
マ
ァ
サ
ア
ャ
ア
ハ
ア

「子
規
全
集
第
二
〇
卷研

究
編
著
」
五
一
一
べー
ジ

こ
の
こ
と
は、
子
規
が、
新体
詩
は
朗
唱
す
べ
き
も
の
と、
考
え
て 

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う。

子
規
の
新体
詩
の
特徴
の
第
三
は、
新体
詩
を
日
本
の
詩
歌
の伝
 

統
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
た
こ
と
で
あ
る
。

子
規
は、
明
治
三
〇
年
「俚
歌
に
擬
す
」
と
題
す
る
六
編
の
詩
を発
 

表
す
る
。
そ
の
前
書
き
に
「俚
歌
の
中
に
子
守
歌、
及
び
小児
の謡
 

ふ
歌
は
言
葉
ひ
な
び
た
れ
ど
も
面
白
き
節
少
な
か
ら
ぬ
を、
小学
校 

に
唱
歌
を教
へ
し
ょ
り
や
う
や
う
に
唱
歌
行
れ
て
俚
歌
は
跡
を
絶
た 

ん
と
す。
な
か
な
か
に
唱
歌
ょ
り
も
俚
歌
に
文学
趣
味
多
き
を
思
ふ 

に
其
全
く
世
に
忘
ら
れ
ん
こ
と
も
ロ
を
し
く、
此
頃
幼
き
時
に覚
え 

た
る
歌
の
忘
れ
た
る
を
老
人
に
聞
き
正
し
て
書
い
つ
け
見
る
に
'

 

一 

人
興
に
入
り
て、
終
に
其
ロ
ま
ね
を
ぞ
こ
こ
ろ
みけ
る
。
吾
は
韻
語 

の
自
然
な
ら
ぬ
を
笑
ふ
'人
は
事
の
益
無
き
を
笑
は
ん。」
と
記
し
て
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い
る。俚

歌
に
擬
す 

竹
の
里
人 

其
一

ね
ん
ね
ん
や
を
こ
ろ
り
や
。

ね
ん
ね
の
坊
や
は
誰
が
子
ぞ
や
。

お
城
の
上
の
星
の
子
か、

南
の
海
の
河
豚
の
子
か。

坊
や
を
産
ん
だ
母
の
子
ぞ、

坊
や
を
抱
い
た
母
の
子
ぞ
。

(
「日
本
人
」
明
治
三
〇
年
) 

「子
規
全
集
第
八
卷
漢
詩
新体

詩
」
五
ニ
九
ぺー
ジ 

斎
藤
茂
吉
は、
著
書
「正
岡
子
規
」
一
一
べー
ジ
に
「俚
歌
に
擬 

す
」
に
つ
い
て
' 
他
の
新体
詩
人
と
は
鮮
明
に
違
ぅ
と
述
べ
て
い
る
。 

竹
久
夢
ニ
も
自
作
の
詩
の
一
部
に
こ
の
詩
を
引
用
し
て
い
る
。

子
規
は、
日
本
の
詩
歌
の伝
統
を、
新体
詩
に
よ
っ
て、
新
時
代 

に
ふ
さ
わ
し
く発
展
さ
せ
よ
ぅ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は、
子
規
の
新 

体
詩
の
ほ
と
ん
ど
が、
短
歌
集
「竹
の
里
歌
」
に収
め
ら
れ、
ほ
と 

ん
ど
に、
短
歌
と
同
じ号

「竹
の
里
人
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
も 

表
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
姿
勢
は、当
時
の
詩
壇
の
風
潮
と
異
な
り、 

詩
壇
か
ら
は、
注
目
さ
れ
な
か
0
た。

「富
士
山
」
(三
十
ニ
年
)
が、
明
治
ニ
十
四
年
に
東
京
音楽
学
校 

刊
行
の
『中学
唱
歌
』
に
採
用
さ
れ
て
お
り、
作
曲
さ
れ
て
歌
わ
れ

て
い
る。
ま
た、
「花売
る
歌
」
と
「月
と
兎
」
が、
市
村
公
子
氏
に 

ょ
っ
て
女声
三
部
合
唱
に
作
曲
さ
れ、
平
成
十
九
年、
松
山
で
初
演 

さ
れ
た
(楽
譜
は
力
ワ
ィ
出
版
)。

三
、
子
規
の
新体

詩
の
再
評価

「子
規
全
集
第
八
卷
漢
詩
新体
詩
の
七
ニ
〇
ぺー
ジ
に
昭
和 

四
一
年一

〇
月
ニ
ニ
日
の
「愛
媛
新
聞
」
に発
表
さ
れ
た
蒲
池
文
雄 

氏
の、
子
規
の
新体
詩
に
つ
い
て
の
評
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

「新体
詩
は、
漢
詩
や、
和
歌、
俳
句
と
手
を
切
り
現
代
の
言
葉 

で
自
由
長
大
な
形
を
用
い、
現
代
の
詩
想
を
盛
る
使
命
を
も
っ
て
生 

一
 

ま
れ
た。
(中
略
)
新体

詩
と
い
う
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
持
つ
意
味
36 

は、
端
的
に
言
え
ば
封
建
的
な
人
間観
を
破
り、
人
間
感
情
の
解
放 

一
 

を
は
か
る
器
と
し
て
の
詩
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
藤
村
の
『若
菜
集
』

(明
30
.
8
)
は、
ま
さ
に
そ
う
い
う
新体
詩
の
意
味
を
具
現
し
た
も 

の
と
し
て
現
れ、
世
に
迎
え
ら
れ
た。
し
か
る
に、
子
規
は、
新体
 

詩
が
手
を
切
ろ
う
と
し
た
俳
句
の
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
詩
を
作
ろ
う
と 

し
た
。
」

た
し
か
に
子
規
の
新体
詩
創
作
は、
明
治
三
十
四
年
の
ニ
編
を 

も
っ
て
終
わ
り、
世
に広
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
0
た
こ
と
は
事実
 

で
あ
る
が、
こ
れ
を
も
っ
て
子
規
が
新体
詩
に
挫
折
し
た
と
見
る
こ 

と
は
出来
な
い
。
子
規
の
最
初
の
新体
詩
の
作
品
で
あ
る
飜訳
詩 

「時
鳥
」
は、
新
し
く発
見
さ
れ
た
原
詩
と
比
較
し
て
分
か
る
こ
と
で

あ
る
が、
子
規
が
原
詩
の
詩
情
を
大
切
に
し
な
が
ら、
日
本
人
の真

情
に
そ
れ
が
正
し
く伝
わ
る
よ
う
に、
ま
た
日
本
語
の
持
つ
美
し
さ 

が発
揮
で
き
る
よ
う
に
苦
心
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う。 

子
規
が
詩
壇
か
ら
批
判
さ
れ
な
が
ら
も、
押
韻
に
こ
だ
わ
っ
た
の
も、 

日
本
語
の
調
べ
の
美
し
さ
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
子 

規
の
新体
詩
は、
音読
し
て
味
わ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

子
規
が戦
地
を体
験
し、
さ
ら
に
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
直
後 

の
明
治
ニ
九
年
か
ら、
新体
詩
の
創
作
が
一気
に
熱
を帯
び、
作
品 

数
ば
か
り
で
な
く、
長
篇
の
詩
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の 

作
品
「鹿
笛
」
(
「子
規
全
集
第
八
卷
漢
詩
新体
詩
」
三七一 

ベー
ジ
)
は、
近
世
の
俳
人
高
桑闌
更
の発
苟
「鹿
笛
に
谷
川
渡
る 

音
せ
わ
し
」
に触
発
さ
れ
て
創
作
し
た
三
~即
全ー
〇
ニ
行
に
及
ぶ
長 

詩
で
あ
る
。
こ
れ
は撖
師
の
鹿
笛
に
よ
っ
て
お
び
き
寄
せ
ら
れ、
仕 

留
め
ら
れ
た
雄
鹿
と、
そ
の
身
を
案
ず
る
牝
鹿
の
心
中
を
詠
ん
だ
物 

語
詩、
劇
詩
で
あ
る
。
こ
こ
に
子
規
は、独
特
の
世
界
を
築
こ
う
と 

し
て
い
る
。
今
後、
子
規
の
新体
詩
に
つ
い
て
の研
究
は、
新
し
く 

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
そ
れ
に
よ
つ
て、
子
規
の
新体
詩
の
未 

知
な
る
魅
力
が発
見
さ
れ
る
と
信
ず
る
。

(平
成
二
十
九
年
四
月
例会
講
演
副会
長

)

【短
信
】
坪内
稔
典
さ
ん
と
子
規 

今
村
威

坪内
稔
典
さ
ん
は
若
き
日、
パ
チ
ン
コ
で
大
勝
ち
し
て
得
た
お
金 

で、
古
本
屋
に
た
ま
た
ま
あ
つ
た
『子
規
全
集
』
全巻
を
購
入
し、
こ 

れ
を
契
機
に、
子
規
の
全
作
品
を読
破
し
て、
子
規
の
虜
と
な
ら
れ 

た
そ
う
で
あ
る
。
岩
波
新
書
『正
岡
子
規
言
葉
と
生
き
る』
の
あ
と
が 

き
に、
坪内

さ
ん
は
「子
規
の
言
葉
を
ま
ず挙
げ、
そ
の
言
葉
を読
 

み
な
が
ら
書
く、
あ
る
い
は
聞
き
な
が
ら
書
く、
と
い
う
ス
タ
イ
ル 

が
決
ま
つ
た
と
き、
急
に楽
し
く
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た。」
と
記
し 

て
い
る。

去
年
か
ら
始
ま
っ
た
愛
媛
新
聞
社
主
催
の
坪内
さ
ん
に
よ
る
特
別 

一 

講
座
「子
規
と
そ
の
仲
間
た
ち
」
も、
ま
ず
子
規
の
言
葉
を
紹
介
し
、
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そ
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
。聴
講
生
ひ
と
り
ひ 

I 

と
り
の声
も
大
切
に
さ
れ
る
。

坪内
さ
ん
が
代
表
の雑
誌
「船団
」
に
は、
若
い
世
代
の
子
規研
 

究
者
や
俳
人
た
ち
の声
が
生
き
生
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。
書
評
欄
に 

坪内

さ
ん
の
-,

モー

ロ
ク
の
す
す
め
10
の指
南』
(岩
波
書
店)
が 

あ
つ
た。
「老
い
る
こ
と
を楽
し
も
う
」と
い
う
本
だ
と
い
う。
し
か 

し、
松
山
で発

行
さ
れ
て
い
る
「子
規
新
報
」
の
坪内
さ
ん
の
評
論 

は
' 
い
つ
も
刺
激
的
で
あ
る。
ま
た、
『坪内
稔
典
百
句
』
(創
風
社 

出
版
)
を読
め
ば、
個
性
と
時
代
性
を
重
視
し
た
子
規
の
精
神
が
感 

じ
ら
れ
る
。



【短
信
】

松
山
子
規会

に
「伊
予
銀
行
地
域
文
化
活
動
助
成
金
」
贈
呈

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
六
日
(水
)、
東
京
第
一
ホ
テ
ル
松
山 

で
「伊
予
銀
行
地
域
文
化
活
動
助
成
制
度
.
助
成
金
贈
呈
式
」
が
開 

か
れ
た。当
日
は
松
山
子
規会
か
ら
井
手
康
夫会
長
が参
列
し、
伊 

予
銀
行
.
大
塚
岩
男
頭
取
か
ら
助
成
金
が
贈
呈
さ
れ
た。

贈
呈証
書
に
は

「貴団
体
は
七
十
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
正
岡
子
規
の研
究 

お
ょ
び顕
彰
活
動
を継
続
し
て
お
ら
れ
ま
す
(中
略
'そ
の
活 

動
は
愛
媛
の
地
域
文
化発
展
に
貢献
す
る
と
共
に
未
來
へ
の
貴 

重
な
財
産
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
(後
略
)」

と
記
載
さ
れ、
松
山
子
規会
の
日
常
の
活
動
に
加
え
今
回
の
助
成対
 

象
と
し
て

「子
規
生
誕
百
五
十
年
記
念
—

『松
山
子
規
事
典
』
出
版
」

が
明
記
さ
れ、
八"7
秋発

刊
の
「松
山
子
規
事
典
」
へ
の
支
援
が
大
き 

く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お、
松
山
子
規会
に
は
同
助
成
制
度
の
第
三
回
(平
成
五
年
五 

月
)
で、
「松
山
子
規会
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
」
(和
田
茂
樹会
 

長
)
を対
象
と
し
て
助
成
金
が
贈
呈
さ
れ
て
い
る
。

(事
務
局
長
.
烏
谷
照
雄
)

大
塚
岩
男
頭
取
か
ら
贈
呈状
を
受
け
る
井
手
康
夫会
長

.
1

助
成
金
.
助
成証
書

，1

曾
上
養
楊

ミれ—

：#
:

责
田体

',
七个

年权

上-
 

を
1
正
傅
子规6"

活
~
全娀
統
1
！
お1

会
58^ 

み
な
.
'
'
水
く

れ
'
そ
の
法
鉍
は
受嫿
の
地
域
文
化

赍

畜
財
4
?

^
^尤
基
す

ょ
？T
こ
こ
'̂

「伊爷
锒
行
地
域
文'' 

活
動
'
成
制
度
」
助'
金
'赠
1 

食
田体
5
'

動
女
釉
ぇ
'
す 

1

1

年
1

1

—

衰
伊
，'予
」
銀
行

松
山
子
規会

の
皆様
へ

ボ
ス
ト
ン
大学
 

キ
—̂
ス
’

ウ
イ
ン
セ
ン
ト

貴会

の研

究
誌
「子
規会
誌
」
を
賜
り、
ま
た
今
年
度
の総
会
に 

て、学
術
使
用
に
限
り
著
作権
許
諾
の
採
決
を
い
た
だ
き
改
め
て
御 

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ボ
ス
ト
ン
大学
図
書
館
に
移
管
さ
れ
る
全
資
料
の
イ
ン
ター

ネ
ッ 

ト
上
で
の
公
開
に
向
け
て、
そ
の
進
搜状
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す。

現
在
資
料
の
約
三
分
の
一
の読
み
取
り
操
作
を
終
え、
子
規会
誌 

は
，，。
ヌ
ロ̂一̂
と
い
う
ア
—
カ
イ
ブ
サ
イ
ト
で
ま
も
な
く
公
開 

さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
す
。
ス
キ
ヤ 

ナー
で読
み
取
っ
た
デー
タ
を
文
字 

化
す
る
方
法
を
と
っ
て
お
り、
キ
I 

ヮー
ド
を
入
力
す
れ
ば
自
由
に
全
資 

料
か
ら
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が 

出来
る
ょ
う
に
な
り
ま
す。
ま
た、
他 

の
イ
ン
夕
—
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
か
ら
も 

検
索
が
可
能
に
な
る
ょ
う
に、図
書

館
が
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

：\
^
馨
 

:

ヴ

「子
規会

誌
」
第
150
記
念号

にあ
る
子
規会
と会
誌
の
沿
革
に関
す 

る
項
目
は、研
究
生
の
レ
べ
ッ
ヵ
さ
ん
に
よ
る
英
語翻
訳
も
完
成
し 

ア
ッ
プ
ロー
ド
し
ま
す。
貴会
の歴
史
は
貴
重
な
情
報
そ
の
も
の
と 

存
じ
て
お
り
ま
す
。

貴会

と
「会
誌
」
の
紹
介
文
は
次
の
よ
ぅ
に
い
た
し
ま
し
た。

「子
規会
誌
1—
は
松
山
子
規会
の発
行
す
る研
究
誌
で、
正
岡
子
規 

の研
究
を
推
し
進
め、
そ
の
成
果
を掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
正
岡

子
規
〔1
8
6
！
^
-
-
1
9
0
2〕
は
近
代
日
本
文学
を発
展
さ
せ
俳

句
の
近
代
化
に
大
き
な
功
績
を残
し
た。
松
山
藩
の
武
士
の
家
に
生 

ま
れ
、
16歳
で
上
京
し
勉学
の
後、
1
8
9
2年
日
本
新
聞
社
に
入 

社
し
記
者
と
し
て
活
躍
す
る
も、
そ
の
1
0
年
後
の
9
月
19
日
長
く 

苦
し
め
ら
れ
た
結
核
の
た
め
死
去。
2
4
0
0
0も
の
俳
句
を
作
り、 

多
く
の
優
れ
た
俳
書
や
評
論
を残
す
。

松
山
子
規会

は
1
9
4
3年
松
山
で
子
規
の
同
世
代
の
親
友
で 

あ
っ
た
柳
原
極
堂
が
創
設、
以来
毎
月
19
日
に
例会
を
開
催
し
子
規 

に関
す
る研
究
を続
け
て
い
る。
「子
規会
誌
」
は、
そ
の研
究
成
果 

を
1
9
7
9年
4
月
か
ら継
続
し
て
季
刊
さ
れ、
子
規
に関
す
る
豊 

富
な研
究
は
も
と
よ
り
夏
目
漱
石、
高
浜虚
子、
河
東
碧
梧
桐
や内
 

藤
鳴
雪
な
ど
子
規
周辺
の
人々

の研
究
も掲
載
さ
れ
て
い
る。
子
規 

に関
す
る研
究
書
の
論
考
や
子
規
自
身
の研
究
の
考
察
と
書
目
-資 

料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お、
「子
規会
誌
」発
刊
以
前
の研
究
記録
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は
『子
規
遺
芳
』
『子
規
敬
慕
』
(松
山
子
規会
叢
書
)
に収
録
さ
れ

て
い
る。

ボ
ス
ト
ン
大学
は
松
山
子
規会
の
許
可
を
得
て、
全
世
界
の研
究 

者
や
俳
句
愛
好
家
に
む
け当
該会
報
誌
に
自
由
に
ア
ク
セ
ス岀
来
る 

拠
点
を
作
る
も
の
で
あ
る。

ボ
ス
ト
ン大学
が
責
任
を
持
っ
て
資
料並
び
に
ィ
ン
ター

ネ
ッ
ト 

上
の
情
報
管
理
と
運営
を
い
た
し
ま
す
の
で、
今
後発
刊
さ
れ
る会
 

報
誌
を
ご恵
贈
賜
り
ま
す
ょ
ぅ
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。
貴会
の
ま 

す
ま
す
の
ご発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す。

2

0

1

7年
5

月
吉
日 

(翻
訳

田
村
七
重
)

【短
信
〗
伊
予
銀
行
味
生
支
居
ロ
ビー
展

「子
規
の
見
た
松
山
」写
真
.
資
料！

「松
山
子
規
事
典
」
か
ら
1

松
山
子
規会
で
は
子
規
生
誕
150
年
を
記
念
し
て、
「子
規
事
典
」
を 

本
年
10
月
に
全国
で
初
め
て
出
版
い
た
し
ま
す。

こ
の
度
の
展
示会
は、
そ
の
「子
規
事
典
」
に掲
載
さ
れ
る
明
治 

か
ら
大
正
に
か
け
て
の
松
山
の
景
色
.

風
景
' 

私
た
ち
の
祖
父、
祖 

母
の
時
代
の
松
山
の
姿
を
事
典発
刊
に
先駆
け
て
皆
さ
ん
に
ご覧
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
た併
せ
て、会
場
に
は、
「松
山
子
規会
」
の歩

み
，
活
動
の 

記録

と
し
て
最
近
の
「子
規会
誌
」
.

「子
規会
叢
書
」
な
ど
の
展
示、 

今
秋発

刊
の
「松
山
子
規
事
典
」
の
案内
も
し
て
い
ま
す。

0

会

期
 

平
成
二
十
九
年
六
月
二
十
一
日
(
水
)
—
七
月 

三
十
一
日
(月
)

土
.

日
曜
日
を
除
く毎
日、
午 

前
九
時
〜
午
後
三
時 

0
と
こ
ろ 

伊
予
銀
行
味
生
支
店
ロ
ビー

(新
空
港
通
り
.

松
山
市
北斎
院
町
6

4

3

1

1)

0

展
示内
容

① 

明
治、
大
正
時
代
の
松
山
の
風
景
な
ど
の写
真
 

一

—

ム「秋発

刊
の
「子
規
事
典
」
(松
山
子
規会
編
)

か

ら

40

②
 

「松
山
子
規会
」
の歩

み
.
活
動
の
記録
 

一

,

最
近
の
「子
規会
誌
」
の
展
示 

‘
「松
山
子
規会
叢
書
」
子
規会
刊
行図
書
の
展
示

③
 

「松
山
子
規
事
典
」
案内

冊
子
(
お
持
ち帰
り
可
)

④ 
そ
の
他 

0
入
場
無
料

〇

主
催
 

松
山
子
規会
 

〇

協
力
 

伊
予
銀
行
味
生
支
店

ホ
お
問
い
合
わ
せ
先

伊
予
銀
行
味
生
支
店
電
話
0

8

9
 
(
9
5
2) 

3

7

3

7

【短
信
】

〇
「子
規
事
典
」
編
集
記録
6

十
二
ぺー
ジ
の
魅
力
的
な
グ
ラ
ビ
ア
が
出来
ま
し
た。
ぺー
ジ数
 

は
四
七
〇
く
ら
い
の
見込
み
で
す
。
索
引
が
出来
れ
ば
最
終
段
階
で 

す
。
和
田
克
司
氏
の
三
回
忌
(七
月
十
四
日
)

も
過
ぎ
ま
し
た。
完 

成
す
れ
ば
ご霊
前
に
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。発
行
日
は奥
付
で
は 

子
規
生
誕
の
十
月
十
四
日
と
し
て
い
ま
す
。

(編
集
委
員
長
平
岡
英

)

〇
新
入会
員
の
紹
介

,
豊
田渉

松
山
市
久
米
窪
田 

‘武内

哲
志
松
山
市
正
円
寺 

,
永
江
孝
子
松
山
市
喜与

町 

‘世
良
謙
介
松
山
市
鷹
子 

,
島
川
充
子
松
山
市
一
番
町

ご
入会
い
た
だ
き、
あ
り
が
と
ぅ
ご
ざ
い
ま
し
た。
今
後
の
ご
活 

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
正
岡
明
氏
所蔵
の
資
料
展
示

子
規
.

漱
石
生
誕
百
五
十
年
を
記
念
し
て、
正
岡
子
規研
究
所
主 

催
の
正
岡
明
氏
所蔵

の
資
料
展
「至
芸
の
邂
逅
展
」
が
六
月
二
十
九 

日
か
ら
七
月
二
日
ま
で
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
そ
の
他
の会
場

で
開
か
れ
た。
加
藤
拓
川関
連
資
料
を
中
心
に、
子
規、
漱
石、
律

の
資
料、
子
規
庵
に
お
け
る
八
重
と
律
の写
真
等
' 

貴
重
な
資
料
が 

展
示
さ
れ
た。

〇
松
山
子
規会
役
員会
開
催

六
月
八
日
(木
)

十
五
時
ょ
り
『松
山
子
規
事
典
』
の内
容
や
構 

成
に
つ
い
て
の
最
終
的
な
審
議、
同
事
典
の
販売
活
動
の
あ
り
方
等 

に
つ
い
て
の
討
議
や
意
見
交
換
が
あ
っ
た。

〇
訂
正

前号
(

一
五
三号
)

に
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で、
訂
正
し 

ま
す
-

‘
表
紙
裏
下
段

9

行 

《訂
正
前
》
「終
着
心
」

《訂
正
後
》
「執
着
心
」
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〈松 山 子 規 会 は 次 の 皆 様 に 賛 助 会 員 と し て ご 支 援 い た だ い て お り ま す 〉
(敬 称 略 ‘ 順 不 同 )

‘伊予鉄 道株式会 社 〒7 9 0 -0 01 2
松山市湊町 4 丁 目 4 - 1 碰 9 -9 4 8 -3 2 2 2

1株式会 社愛媛銀行 〒7 9 0 -0 87 8
松山市勝山町 2 丁 目 1 181089-933-1111

〃愛媛信用金庫 〒7 9 0 -0 00 2
松山市二番町 4 丁 目 2 - 1 1 18趣 -9 4 6 -1 2 0 5

‘ 生活協同組合コー プえひめ 亍 7 9 0 -8 5 4 3
松山市朝生田町 3 丁 目 1 - 12 1 ^0 8 9 -9 3 1 -5 2 0 1

‘四国 電力株式会 社 亍 7 9 0 -8 54 0
松山市湊町 6 丁 目 6  —  2 111089-946-9706

1三浦工業株式会 社 〒7 9 9 -2 69 6  
松山市堀江町 7 番地 181089-979-7013

，学 校法人河原学 園 〒790 -0001
松山市一番町 1 丁 目 1 一 1 丁丑1〇89~94 3 ~ 5 33 3

，株式会 社サンメディカル 〒7 9 8 -0 01 3
宇和島市御幸町 1 丁 目 2 - 1 3 1丑山8 9 5 -2 5 -2 8 8 0

1梅錦山川株式会 社 〒799 -0 12 3
四国 中央市金田町金川14 1610896-58-1211

，えひめ洋紙株式会 社 〒7 9ト8036  
松山市高岡町4 5 5 - 1 1 ^0 8 9 -9 7 3 -9 2 0 0

，医 療法人聖光会 鷹の子病院 〒790 -0 92 5  
松 山市鷹子 町5 2 5 -  1 161089-976-5551

，長谷川歯 科医 院 〒7 9 1 -8 02 2
松山市美沢 2 丁 目 6 - 2 3 1 ^0 8 9 -9 2 5 -7 6 0 0

，久米病院 〒790 -0 92 4  
松山市南久米町723 1 0 .0 8 9 -975 -0503

，南海プリント株式会 社 〒790 -0051  
松山市生石町44 9  -  3 161089-943-0770

，有限会 社日新商会 〒7 9 ト8044
松山市西垣生町8 0 2 - 12 121089-971-6633

，株 式 会 社 時 の 名 所 ふ な や 〒790 -0 84 2
松山市道後湯之町 1 - 3 3 151089-947-0278

，大和屋本店 亍 7 9 0 -0 84 2
松山市道後湯之町2 0 -  8 1 ^0 8 9 -9 3 5 -8 8 8 0

‘ 株式会 社四国 道後舘 〒790~0841
松山市道後多幸町 7  - 2 6 151089-941-7777

^ 不二印刷株式会 社 〒790 -0 05 4
松山市空港通 2 丁目 1 3 - 10 151〇89~973~1266

，巴製菓株式会 社 〒790 -0 84 2
松山市道後湯之町 13 -  7 1五1〇89~94卜 3452

，紀の国 屋食堂 〒 7 9 0， 12
松山市湊町 5 丁 目 3  -  5 181089-945-1309

，癸丑吟社 〒7 9 0 -0 92 3
松山市北久米町 1 1 6 1 - 1 181089-976-6432

1古 書 猛 牛 堂 〒7 9 0 -0 85 4
松山市岩崎町 2  -  6  - 3 4 121089-948-8137

，豊島内 科 〒790 -0 84 4
松山市道後一万 3  -  7 議 9 -9 2 4 -2 9 3 6

(平成 2 9 年 6 月末日現在 )

子規会
誌第

I

五四
号

(会
誌
季
刊
四、
七、
十、

I

月
)

‘発

行
日 

平
成
二
十
九
年
七
月
十
九
日 

,発
 

行 

松
山
子
規会
.会
長
井
手
康
夫 

,
編 

集 

松
山
子
規会
.
編
集
部
渡
部
平
人
ほ
か 

，印
刷
所
 

不
二
印
刷
株
式会
社

電
話
〇
八
九
—

九
七
三
—
一
二六
六 

,
子
規会
誌
希
望.
入会
等
連
絡
先

松
山
子
規会
事
務
局.窵
川
武
彦 

〒
七
九
〇
—
〇
九
二
三 

松
山
市
北
久
米
町I 

I

六

1
1
1

 

電
話
〇
八
九
—
九
七
六丄
ハ
四
三
ニ 

，
郵
便
振
替 

〇
-
六
二
〇
—

七
—
-八
六
八

(定価
-
四
5

円
)

@
松
山
子
規会
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